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シルバー料理教室－レシピを見ながらヘルシーメニューを完成－シルバー料理教室－レシピを見ながらヘルシーメニューを完成－



　
こん
にちは赤ちゃん

ご家族の深い愛情につつまれて誕生した
プリンスとプリンセスのご紹介です。
ご家族は｢早く大きくな～れ｣と

成長を楽しみにしていることでしょう。
いろいろな可能性を秘めて

洞爺湖町に誕生した赤ちゃん。
その純粋な瞳は何を見つめているのでしょうか？

　今年も三豊地区にある「ふれあい体験農園」と香川地区にある「市民農園」の利用者を募集しています。両農園とも町民の方々
に花や野菜の栽培を通じて自然とふれあい、収穫する喜びを味わってもらうため農地を提供します。是非ご利用ください。
詳しくは、役場産業課、とうや湖農協、農業研修センター「アグリ館・とれた」まで問い合わせください。

≪申込方法≫
■申込み・問合せ先
　・洞爺湖町役場産業課農林係　74－3005
　・とうや湖農協虻田支所金融共済店舗
　  76－5566
■申込期限　４月20日（金）
■開園期間　５月上旬～11月15日
■開園場所　洞爺湖町三豊
■借 地 料　１区画当たり
　Ａ：165� 4,000円 Ｂ：約100� 3,000円
■募集区画数　40区画（Ａ及びＢ）

《申込方法》
■問合せ・申込み先
　洞爺湖町農業研修センター「アグリ館・とれた」　89－3000
■申込期限　４月20日（金）
■開園期間　５月上旬（予定）～10月31日
■開園場所　洞爺湖町香川
■使 用 料  １区画当り30�　3,000円
■募集区画数　70区画
■休憩施設・小農機具・給水施設・駐車場有り
※畑は、区画され、貸与時に耕起しますが、それ以後は各自でお
　願いします。

ふ
れ
あ
い
体
験
農
園

利用者
募 集

市
民
農
園

利用者
募 集

白木　彪真くん
      　　　　(ひゅうま)　 　 

彰吾さん・智美さん
１月７日生　洞第４

桑田　蒼空くん
      　　　　　 (そら)　 　 

祐也さん・詩織さん
１月30日生　温３区

佐々木 惟寧ちゃん
      　　　 (ゆいね)　 　 

雅俊さん・志帆さん
１月31日生　洞第４

安倍　瑠菜ちゃん
      　　　　(るな)　 　 

茂仁さん・育美さん
１月７日生　入４区

堀　　涼音ちゃん
      　　　　(すずね)　 　 

考行さん・陽子さん
１月11日生　虻７区



基本構想と計画を答申

　
　
爺
湖
町
の
指
針
と
な
る
「
町
づ

　
　
く
り
総
合
計
画
」を
論
議
し
て
き

ま
し
た
町
づ
く
り
審
議
会（
伊
藤
博
会

長
）が
、
総
合
計
画
の
基
本
構
想
と
基

本
計
画
の
原
案
を
ま
と
め
、
２
月
１

日
長
崎
町
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

　
こ
の
基
本
構
想
は
、
平
成
19
年
か

ら
10
年
間
の
計
画
で
、
基
本
理
念
を

 「
交
流
・
連
携
」に
よ
る
活
力
づ
く
り

 「
安
全
・
健
康
・
環
境
」を
重
視
し
た

暮
ら
し
づ
く
り
 「
協
働
・
自
立
」の
ま

ち
づ
く
り
と
し
ま
し
た
。
　

　
そ
し
て
、
こ
の
理
念
を
基
に
「
湖

海(

う
み)
と
火
山
と
緑
の
大
地
が
結

び
合
い
元
気
を
つ
く
る
交
流
の
ま
ち
」

を
洞
爺
湖
町
の
将
来
都
市
像
と
し
た
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
く
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
基
本
計
画
は
、
 
新
た
な
定
住
と

交
流
を
生
む
都
市
基
盤
づ
く
り
 
自

然
と
共
生
す
る
快
適
環
境
の
ま
ち
づ

く
り
 
交
流
と
活
力
に
満
ち
た
元
気

産
業
の
ま
ち
づ
く
り
 
や
さ
し
さ
あ

ふ
れ
る
健
康
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
 

人
が
輝
き
文
化
が
香
る
生
涯
学
習
の

ま
ち
づ
く
り
 
と
も
に
築
く

協
働
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

と
し
た
６
つ
の
章
に
分
け
将

来
計
画
を
示
し
ま
し
た
。

　
答
申
で
は
、
伊
藤
会
長
が

「
住
民
と
行
政
が
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
と
り
、
効
果
的

で
効
率
的
に
施
策
を
実
行
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
申
し

入
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
構
想
は
、
３
月
６
日

か
ら
の
定
例
議
会
に
提
出
さ

れ
、
議
会
の
承
認
を
得
て
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
３
月
30
日
に
は
、
同
審
議
会

か
ら
、
町
民
憲
章
と
町
の「
花
」と「
木
」

答
申
が
だ
さ
れ
、
花
は
、「
す
み
れ
」

と「
つ
つ
じ
」。木
は「
さ
く
ら
」と「
な

な
か
ま
ど
」に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

町づくり審議会

＜前文＞

　わたしたちは、美しい洞爺湖、みの

り多き大地、さち豊かな内浦湾にいだ

かれた洞爺湖町の町民です。

＜本文＞

○豊かな自然と郷土を愛し

　美しいまちをつくります

○地域に根ざした産業を生み育て

　活力あるまちをつくります

○人々が輝き交流と文化が香る

　生涯学習のまちをつくります

○健やかな心と体を育て

　生きがいのあるまちをつくります

○人権を大切にし

　安全で平和なまちをつくります

◆全文の前段部分は、町の現状と特徴を表現

しています。後段部分は、憲章制度の意義並び

に町民の決意を表現しています。

◆本文は、自然や環境・生活・産業・教育・福祉

など様々な環境により一層の発展をめざす町

づくりをイメージしています。

－町民憲章、町の花と木も選定－－町民憲章、町の花と木も選定－

町
の
花

町
の
木

ななかまど さくら つつじ すみれ

答申を渡す伊藤会長答申を渡す伊藤会長

　洞爺湖町行政改革大綱案等に対
する意見の公募について、平成19年
３月７日（水）から平成19年３月26
日（月）までの間、町民の皆様から広
く意見を募集したところ、ご意見は
ありませんでした。
　今回の募集について、ご協力いた
だきありがとうございました。

行財政改革推進室

洞爺湖町行政改革大綱案等に
関する意見公募の結果



　
　
成
19
年
第
１
回
定
例
会
の
開
催

　
　
に
あ
た
り
、
私
の
町
政
執
行
に

臨
む
基
本
的
な
考
え
方
と
施
策
の
重

点
に
つ
き
ま
し
て
ご
説
明
を
申
し
上

げ
、
議
員
各
位
並
び
に
町
民
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　
昨
年
３
月
27
日
、
新
町
洞
爺
湖
町

が
誕
生
し
ま
し
て
か
ら
１
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
期
間
の
中
で
の
合
併
で

も
あ
り
、
一
抹
の
心
配
も
あ
り
ま
し

た
が
、
お
陰
様
を
も
っ
て
順
調
な
ス

タ
ー
ト
の
年
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
は
、
皆
様
の
ご
支
援
に
よ

る
も
の
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
有
珠
山
噴
火
か
ら
７
年
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
町
の
災

害
復
旧
事
業
も
洞
爺
湖
温
泉
の
下
水

道
仮
設
処
理
場
を
、
昨
年
11
月
に
解

体
し
た
こ
と
か
ら
噴
火
災
害
に
よ
る

全
て
の
事
業
を
完
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
噴
火
災
害
に
よ
る
公
共
施
設
被
害

は
２
０
０
億
円
を
超
え
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
国
、
道
を
は
じ
め
関

係
機
関
の
ご
支
援
に
よ
り
全
て
の
施

設
が
復
旧
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
非
常
に

感
慨
深
い
も
の
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
や
道
な
ど
の
災
害
関
連

事
業
も
順
調
に
進
捗
し
て
お
り
、そ
の

中
で
も
ト
ン
ネ
ル
２
本
で
洞
爺
湖
温

泉
と
虻
田
本
町
間
を
結
ぶ
国
道
２
３

０
号
の
新
ル
ー
ト
が
今
月
28
日
に
供

用
開
始
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
防
災
に
配
慮
し
た
安
全
な
道
路
で
、

通
行
時
間
も
短
縮
さ
れ
、
洞
爺
湖
周

辺
の
観
光
客
誘
致
に
も
大
き
く
寄
与

す
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
来
年
、
日
本
で
開
催
さ
れ
る
主
要

国
首
脳
会
議（
サ
ミ
ッ
ト
）を
洞
爺
湖

周
辺
で
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
新
聞
等
で

た
び
た
び
報
道
さ
れ
、
確
か
な
情
報

も
な
い
ま
ま
、
期
待
を
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
北
海
道
知

事
が
積
極
的
に
誘
致
し
た
い
と
の
意

向
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
サ
ミ
ッ
ト
は
全
世
界
が
注
目
す
る

一
大
行
事
で
あ
り
、
洞
爺
湖
開
催
と

も
な
れ
ば
、
こ
の
地
域
を
世
界
に
ア

ピ
ー
ル
で
き
、
洞
爺
湖
の
名
を
知
っ

て
も
ら
う
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
今

後
の
観
光
振
興
に
大
き
く
寄
与
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
開
催
地
決
定
ま
で
、
あ
ま
り
期
間

が
な
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
洞

爺
湖
周
辺
の
経
済
団
体
を
は
じ
め
各

種
団
体
等
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
、
持
続
可
能
な
社
会

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
、
経
済

財
政
運
営
の
基
本
的
施
策
と
し
て「
簡

素
で
効
率
的
な
政
府
」を
実
現
す
る

た
め
に
、
各
分
野
に
わ
た
る
構
造

改
革
を
強
力
に
断
行
し
て
お
り
ま

す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
に
お
い
て

は
、
経
済
・
雇
用
情
勢
は
依
然
と
厳

し
さ
を
増
す
状
況
下
に
お
か
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
、
地
方
へ
の
一
方
的
な

負
担
を
強
い
る
施
策
が
推
し
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
住
民
に
も

っ
と
も
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
自
治
体
の
財
政
を
さ
ら
に
悪

化
さ
せ
て
お
り
、
本
町
に
と
っ
て
の

行
財
政
の
運
営
も
極
め
て
厳
し
く
危

機
的
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
現
状
と
将
来
の
課
題
を

見
据
え
な
が
ら
、
町
民
が
選
択
し
た

町
政
執
行
方
針

平
成
19
年
度

噴
火
災
害
事
業
完
了

町政執行方針と予算町政執行方針と予算

サ
ミ
ッ
ト
開
催
に

つ
い
て

開
か
れ
た
町
政
の推

進

2000年の有珠山噴火2000年の有珠山噴火

会場に想定されているウィンザーホテル会場に想定されているウィンザーホテル

平成19年度予算が決定しました。長崎町長が示した執行方針(概要)と予算のあらましを紹介します。平成19年度予算が決定しました。長崎町長が示した執行方針(概要)と予算のあらましを紹介します。



町
村
合
併
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
精

神
を
基
本
に
「
活
力
あ
る
ま
ち
」・「
安

全
・
安
心
の
ま
ち
」・「
協
働
・
自
立
の

ま
ち
」洞
爺
湖
町
の
実
現
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
私
の
町
政
に
望
む
基
本
姿
勢
で
あ

り
ま
す
が
、「
初
心
を
忘
れ
ず
、公
平
・

公
正
に
町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
開
か
れ
た
町
政
」を
推
進
す
る
町
民

の
目
線
に
立
っ
た
町
政
の
執
行
で
あ

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
本
年
度
策
定
さ
れ
た

「
洞
爺
湖
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」

は
、
平
成
19
年
度
が
重
要
な
ス
タ
ー

ト
の
年
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
基
本

構
想
の
趣
旨
で
あ
り
ま
す
「
農
業
と

水
産
業
を
生
か
し
た
観
光
の
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
、
厳
し
い
財
政
状
況

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
し
っ
か
り
取
組

ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
北
海
道
の
経
済
状
況
は
、
一
部
製

造
業
で
の
好
転
の
兆
し
が
あ
り
、
賃

金
の
上
昇
や
雇
用
の
増
加
な
ど
の
期

待
感
か
ら
回
復
基
調
で
の
推
移
が
見

込
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
町
に
お

い
て
は
、
観
光
客
の
入
り
込
み
、
農

業
生
産
、
水
産
業
漁
獲
高
な
ど
は
比

較
的
順
調
に
推
移
し
て
い
る
傾
向
で

は
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
、
景
気

回
復
の
波
及
が
見
ら
れ
ず
、
町
税

収
入
が
伸
び
悩
み
の
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　
町
財
政
運
営
は
、
地
方
負
担
の
増

加
、
一
般
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税

や
町
税
の
減
少
、
公
債
費
償
還
の
増

加
な
ど
に
よ
っ
て
、
今
後
深
刻
な
財

政
状
況
に
陥
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
度
を

初
年
度
と
す
る
行
財
政
改
革
大
綱
の

確
実
な
実
行
が
最
も
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
そ
の
実
行
に
お
い

て
は
、
職
員
の
意
識
改
革
を
推
し
進

め
る
と
と
も
に
、
町
民
へ
の
不
安
要

因
を
最
小
限
に
留
め
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い

て
は
、
歳
入
不
足
な
ど
に
よ
り
、
大

変
困
難
な
財
源
対
策
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
が
、
事
業
の
選
択
と
財
源

の
集
中
に
努
め
、
町
民
の
生
活
に
密

着
し
た
事
業
の
確
保
と
施
策
の
展
開

を
図
り
つ
つ
、
経
常
経
費
の
削
減
、

人
件
費
の
独
自
削
減
を
行
い
、
今
後

の
大
き
な
負
担
と
な
る
町
債
の
抑
制

な
ど
、
将
来
へ
の
財
政
基
盤
の
確
立

を
念
頭
に
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
　
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、
企
業

　
　
会
計
を
含
め
た
予
算
総
額
は
、

１
３
７
億
８
千
１
９
４
万
円
で
、
前

年
度
当
初
予
算
額
１
４
２
億
４
千
７

３
０
万
円
に
比
べ
３
・
３
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
に
、
国
か
ら
地
方
へ

個
人
住
民
税
と
所
得
税
の
税
率
を
変

え
る
こ
と
で
町
税
と
し
て
税
源
移
譲

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
影
響
額
は
微
増

の
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
も
減
の
見
込

み
で
、
町
税
、
地
方
交
付
税
等
の
経

常
一
般
財
源
は
前
年
度
比
２
・
４
％

減
の
予
算
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
他

の
収
入
も
前
年
度
並
み
、
あ
る
い
は

前
年
度
を
下
回
る
予
算
で
す
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
経
常
事
務
経

費
、
各
公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
の

減
額
、
特
別
職
、
議
会
議
員
報
酬
の

削
減
、
一
般
職
員
の
人
件
費
独
自
削

減
、
町
内
各
種
団
体
に
対
す
る
補
助

交
付
金
の
削
減
な
ど
に
努
め
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
有
珠
山
噴
火
災
害
の
復

旧
事
業
、
災
害
関
連
事
業
で
長
期
借

入
し
た
町
債
の
返
済
の
公
債
費
は
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
歳
入

不
足
額
は
９
億
１
千
万
円
で
こ
の
補

填
の
た
め
、
基
金
（
家
庭
で
い
う
と

非
常
時
に
備
え
て
蓄
え
て
い
た
定

期
預
金
）
を
取
崩
し
、
財
源
確
保
を

図
る
極
め
て
厳
し
い
予
算
で
す
。

　
な
お
、
歳
入
不
足
の
改
善
の
た
め
、

平
成
18
年
度
策
定
し
た
洞
爺
湖
町

行
政
改
革
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
歳

出
削
減
を
中
心
に
取
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
大
綱
の

実
行

●各会計別予算表　　　　　　　　　　　(単位:千円、％)

会 計 名 増減額 増減率
平成19年度
当初予算額

平成18年度
当初予算額

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

公共下水道事業特別会計

老人保健特別会計

介護保険特別会計

簡易水道事業特別会計

観光施設特別会計

合 計

企 業 会 計

水 道 事 業 会 計

7,875,994

1,683,286

972,458

1,909,040

748,850

95,840

13,781,939

収益的収支

274,838

資本的収支

221,633

収益的収支

273,689

資本的収支

328,146

1,149

△106,513

0.4

△32.5

8,191,189

1,592,765

1,014,867

1,909,795

813,826

98,544

24,480

14,247,301

△315,195

90,521

△42,409

△755

△64,976

△2,704

△24,480

△465,362

△3.8

5.7

△4.2

0.0

△8.0

△2.7

皆減

△3.3

ま
ち
の
予
算

ま
ち
の
予
算



●
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
事
業
…
国
際
彫
刻

　
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
０
７
開
催
経

　
費
　
３
４
、６
４
８
千
円

●
高
齢
者
（
入
浴
費
・
交
通
費
）
助

　
成
事
業
…
70
歳
以
上
の
高
齢
者
に

　
対
す
る
温
泉
入
浴
利
用
の
助
成
と

　
バ
ス
の
無
料
パ
ス
の
助
成
事
業
　

　
２
６
、２
４
２
千
円

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
・
移
送
サ
ー
ビ
ス

　
運
営
事
業
…
高
齢
者
を
対
象
と
し

　
た
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
病
院
へ
の
移

　
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
　
５
、０
０
０
千

　
円

●
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
運
営
事

　
業
…
介
護
保
険
対
象
外
者
に
対
す

　
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
　
４
、０
１
３
千

　
円

●
各
種
健
診
事
業
…
成
人
病
健
診
、

　
結
核
・
ガ
ン
健
診
、
妊
産
婦
・
乳

　
幼
児
検
診
、
１
歳
６
ヵ
月
児
・
３

　
歳
児
総
合
健
診
事
業
　
１
５
、４
３

　
１
千
円

●
地
籍
調
査
事
業
…
地
籍
再
調
査
事

　
業（
地
殻
変
動
に
伴
う
調
査
）　

　
７
８
、６
０
０
千
円

●
地
場
産
品
直
売
施
設
建
設
事
業
…

　
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
で
の

　
地
場
産
品
直
売
施
設
建
設
整
備
事

　
業
　
６
０
、０
０
０
千
円

●歳　　入　　　　　　　　　　　　　 (単位:千円、％)

款 増減額 増減率平成19年度
当初予算額

平成18年度
当初予算額

町 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国 庫 支 出 金
道 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
町 債
歳 入 合 計

1,200,661
96,000
5,000
600
1

105,000
2,000
30,000
14,000

3,398,000
1,800
56,064
294,912
348,205
273,233
24,159

1
1,080,950
15,000
199,108
731,300
7,875,994

1,188,230
133,000
6,100
600
1

103,000
2,000
29,600
10,000

3,436,900
1,800
59,491
282,172
531,835
207,808
27,903

1
1,020,627
160,000
279,021
711,100
8,191,189

12,431
△37,000
△1,100

0
0

2,000
0

400
4,000

△38,900
0

△3,427
12,740

△183,630
65,425
△3,744

0
60,323

△145,000
△79,913
20,200

△315,195

1.0
△27.8
△18.0
0.0
0.0
1.9
0.0
1.4
40.0
△1.1
0.0

△5.8
4.5

△34.5
31.5
△13.4
0.0
5.9

△90.6
△28.6
2.8

△3.8

●歳　　出　　　　　　　　　　　　　 (単位:千円、％)

款 増減額 増減率平成19年度
当初予算額

平成18年度
当初予算額

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

給 与 費

予 備 費

歳 出 合 計

72,201

598,526

1,096,359

474,063

8,500

151,605

652,072

845,591

423,545

353,896

1,776,788

1,405,935

16,913

7,875,994

101,999

248,815

1,054,055

488,844

8,556

349,235

611,036

1,270,647

420,562

365,698

1,691,888

1,536,170

43,684

8,191,189

△29,798

349,711

42,304

△14,781

△56

△197,630

41,036

△425,056

2,983

△11,802

84,900

△130,235

△26,771

△315,195

△29.2

140.6

4.0

△3.0

△0.7

△56.6

6.7

△33.5

0.7

△3.2

5.0

△8.5

△61.3

△3.8

〈歳入〉〈歳入〉〈歳出〉〈歳出〉
町税
15％

地方交付税
44％

使用料及び手数料
４％

国庫支出金
４％

道支出金
３％

諸収入
３％

町　債
９％

その他
18％

財産収入
0.3％

その他
0.3％

議会費
１％ 総務費

８％

民生費
14％

衛生費
６％

商工費
８％土木費

11％
消防費
５％

教育費
４％

公債費
23％

給与費
18％

農林水産業費
２％

平成19年度洞爺湖町一般会計予算



●
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
整
備
事

　
業
…
（
仮
称
）
商
工
観
光
会
館
整

　
備
・
噴
水
広
場
整
備
・
イ
ベ
ン
ト

　
広
場
整
備
な
ど
　
１
８
０
、８
３
５

　
千
円

●
町
民
プ
ー
ル
改
修
事
業
…
プ
ー
ル

　
塗
装
・
ろ
過
器
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

　
及
び
ボ
イ
ラ
ー
の
修
繕
　
５
、３
０

　
０
千
円

●
街
路
事
業
…
海
岸
通
線
街
路
事
業 

 

　
（
平
成
20
年
度
完
了
予
定
）

　
１
１
４
、０
０
０
千
円

●
都
市
計
画
公
園
整
備
事
業
…
洞
爺

　
湖
温
泉
公
園
整
備
事
業
（
平
成
19

　
年
度
完
成
）１
１
８
、０
０
０
千
円

●
洞
爺
水
の
駅
周
辺
地
区
整
備
事
業

　
…
洞
爺
湖
水
広
場
整
備
・
湖
ふ
れ

　
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
・
芸
術

　
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
な
ど
　

　
７
１
、０
０
０
千
円

　
普
通
会
計
に
お
け
る
実
質
公
債
費

比
率
の
３
カ
年
平
均
の
数
値
が
28
・

２
％
と
な
っ
て
お
り
、
実
質
公
債
費

比
率
に
よ
る
起
債
許
可
団
体
と
な
っ

た
こ
と
や
、
後
年
度
も
高
い
数
値
が

続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
実
質
公
債
費
負
担
の
適
正
な

管
理
の
た
め
の
取
り
組
み
を
計
画
的

に
行
う
た
め
、
公
債
費
負
担
適
正
化

計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　
当
町
は
、
平
成
18
年
３
月
27
日
に

旧
虻
田
町
と
旧
洞
爺
村
の
２
町
村
に

よ
り
合
併
し
、
財
政
基
盤
の
強
化
、

組
織
の
ス
リ
ム
化
な
ど
に
よ
る
効
率

的
な
財
政
運
営
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
旧
虻

田
町
に
お
い
て
、
平
成
12
年
度
の
有

珠
山
噴
火
災
害
に
伴
う
、
歳
入
欠
か

ん
等
債
10
億
（
元
利
償
還
額
年
間
３

４
２
百
万
）
及
び
災
害
関
連
に
よ
る

平
成
15
、
16
年
度
の
公
営
住
宅
の
移

転
建
設
事
業
に
よ
る
約
23
億
の
公
営

住
宅
建
設
事
業
債
な
ど
の
借
入
を
行

っ
て
お
り
、
そ
の
多
額
な
償
還
金
が

実
質
公
債
費
比
率
増
高
の
主
な
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
来
、
計
画
に
つ
い
て
は
、
７
年

間
以
内
で
定
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
が
、
既
往
債
に
よ
る
公
債
費
の
ピ

ー
ク
が
平
成
21
年
度
と
な
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
７
年
間
以
内
に
実

質
公
債
費
比
率
を
18
％
未
満
と
す
る

こ
と
は
極
め
て
難
し
い
状
況
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
18
年
度
か
ら
平
成

27
年
度
ま
で
の
10
年
間
と
す
る
も
の

で
す
。

　　
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
に
つ
い

て
は
、
平
成
18
年
度
以
降
の
実
質
公

債
費
比
率
を
推
計
し
、
計
画
期
間
内

に
実
質
公
債
費
比
率
を
18
％
未
満
の

水
準
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と
を
目
標

と
し
た
計
画
で
す
。

　
普
通
会
計
の
公
債
費
は
、
災
害
関

連
事
業
な
ど
の
起
債
事
業
の
累
積
に

よ
り
平
成
21
年
度
が
償
還
の
ピ
ー
ク

と
な
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
の
公
営
企
業
会
計
を
含
め
た
建
設

（
起
債
）
事
業
の
抑
制
な
ど
に
よ
る

公
債
費
償
還
額
の
減
額
を
図
り
、
実

質
公
債
費
比
率
を
18
％
未
満
と
す
る

も
の
で
す
。

(1)
既
往
債
の
状
況

　
有
珠
山
噴
火
災
害
に
よ
る
砂
防
施

設
整
備
に
伴
う
、
公
営
住
宅
移
転
建

設
事
業
の
起
債
23
億
円
の
元
金
償
還

が
平
成
21
年
度
か
ら
償
還
開
始
と
な

る
た
め
、
既
往
債
に
お
け
る
公
債
費

の
ピ
ー
ク
は
平
成
21
年
度
と
な
り
、

実
質
公
債
費
比
率
も
そ
れ
を
境
に
下

降
し
ま
す
。

(2)
計
画
期
間
中
に
お
け
る
財
政
状
況

●性質別歳出　　　　　　　　　　　　 (単位:千円、％)

款 増減額 増減率
平成19年度
当初予算額

平成18年度
当初予算額

人 件 費

扶 助 費

公 債 費

物 件 費

維 持 補 修 費

補 助 費 等

普通建設事業費

 補助事業

 単独事業

積 立 金

貸 付 金

繰 出 金

予 備 費

歳 出 合 計

1,485,273

454,740

1,776,778

967,609

56,819

949,899

833,531

590,375

243,156

342,790

77,500

914,142

16,913

7,875,994

1,630,282

449,009

1,691,878

966,890

65,839

966,746

1,478,696

988,247

490,449

3,230

40,000

854,935

43,684

8,191,189

△145,009

5,731

84,900

719

△9,020

△16,847

△645,165

△397,872

△247,293

339,560

37,500

59,207

△26,771

△315,195

△8.9

1.3

5.0

0.1

△13.7

△1.7

△43.6

△40.3

△50.4

10,512.7

93.8

6.9

△61.3

△3.8

公
債
費
負
担
適
正
化

計
画
策
定
の
経
緯

計

画

期

間

財
政
状
況
の
見
直
し

実
質
公
債
費
比
率
が

高
い
要
因

公
債
費
負
担
適
正
化

計
画
の
概
要

公債費負担
適正化計画

洞爺湖町

洞爺水の駅洞爺水の駅



　
や
地
方
債
等
の
見
通
し
等

 
歳
入
確
保
や
捻
出
方
法

　
地
方
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
15
年

度
以
降
ほ
ぼ
横
ば
い
状
況
で
あ
り
、

地
方
交
付
税
は
平
成
17
年
度
に
増
額

し
て
い
る
が
、
国
の
行
財
政
改
革
な

ど
に
よ
る
大
幅
な
見
直
し
な
ど
に
よ

り
今
後
の
増
額
は
見
込
め
な
い
状
況

に
あ
り
、
歳
入
の
確
保
と
し
て
、
町

税
・
税
外
収
入
の
滞
納
整
理
強
化
の

推
進
、
各
公
共
施
設
等
使
用
料
の
見

直
し
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

 
歳
出
削
減
の
内
容

　
歳
出
の
削
減
に
関
し
て
は
、
以
下

の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

・
特
別
職
報
酬
の
削
減

・
職
員
給
与
、
時
間
外
勤
務
手
当
の

　
削
減

・
職
員
退
職
に
よ
る
欠
員
の
不
補
充

・
議
員
定
数
の
削
減
（
合
併
協
議
に

　
よ
る
減
）

・
事
務
経
費
の
節
減
（
事
務
用
品
の

　
節
約
、
事
務
機
器
の
合
理
化
）

・
施
設
維
持
管
理
経
費
の
節
減

・
町
内
各
種
団
体
の
一
元
化
な
ど
に

　
よ
る
補
助
金
の
縮
減

・
特
別
会
計
に
お
け
る
料
金
改
定
な

　
ど
に
よ
る
繰
出
金
の
削
減
（
上
下

　
水
道
料
金
、
国
民
健
康
保
険
税
の

　
改
定
を
検
討
）

・
普
通
建
設
事
業
の
抑
制
（
新
規
事

　
業
の
抑
制
及
び
継
続
事
業
の
見
直

し
に
よ
る
延
期
な
ど
）

 
今
後
の
地
方
債
発
行
等
に
係
る
方

　
針

　
平
成
19
年
度
以
降
の
普
通
建
設
事

業
は
、
継
続
事
業
を
中
心
と
し
、
新

規
事
業
に
お
い
て
は
緊
急
性
・
必
要

性
を
勘
案
し
な
が
ら
、
実
質
公
債
費

比
率
の
早
期
低
減
化
に
向
け
抑
制
に

取
り
組
み
、
今
後
の
地
方
債
発
行
に

つ
い
て
も
同
様
に
抑
制
を
図
っ
て
行

く
と
と
も
に
、
交
付
税
算
入
措
置
の

あ
る
有
利
な
起
債
の
利
用
を
図
り
ま

す
。

 
計
画
期
間
中
に
お
け
る
実
質
公
債

　
費
比
率
の
適
正
管
理
の
た
め
の
方

　
策

　
上
記
 
 
に
よ
る
財
政
状
況
の
健

全
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
方
債
の

発
行
を
抑
制
し
実
質
公
債
費
比
率
の

適
正
な
管
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

 
実
質
公
債
費
比
率
の
見
通
し
等

　
今
後
の
実
質
公
債
費
比
率
の
見
通

し
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度
を
ピ

ー
ク
に
減
少
し
、
平
成
27
年
度
で
は

16
・
３
％
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　町税、普通交付税などのように使途が特定されておらず、毎年度経常的に町に収入される財源のうち公債費相当
額（長期借入金の元利償還金など）に充てられた割合を示すものです。この公債費相当額は、一般会計が直接借入し
た元利償還金だけでなく、水道、下水道事業等の特別会計や西胆振消防組合などへの、繰出金、補助金並びに負担金
のうちの公債費分も加算して算定する比率です。 

＝
●町税、普通交付税など使途が特定されず毎年
　度経常的に収入されるもの（標準財政規模）

●町営住宅家賃収入、各種貸付金収入な
　ど元利償還金にあてる特定財源

●元利償還金の一部又は全部を普通交付
　税で措置される額（A）

＋

●一般会計の長期借入金の元利償還金

●水道事業会計、簡易水道事業・公共下水道事業
　特別会計の長期借入金の元利償還金に対し、
　一般会計が負担する額（繰出金、補助金）

●西いぶり広域連合、西胆振消防組合の長期借
　入金の元利償還金に対する町の負担金

●単身者町営住宅、洞爺高校寄宿舎購入費の分
　割支払金等（債務負担行為）

＋

＋

＋

－

－

実質公債費比率

（A）

〈実質公債費比率の将来推計〉

実質公債費比率の
見込み（単年度）

実質公債費比率の
見込み（３カ年度
の平均）

計画策定年
度の前年度
(平成17年度)

24.6％

28.2％

30.8％

28.2％

31.4％

28.9％

31.4％

31.2％

30.5％

31.1％

29.2％

30.3％

25.0％

28.2％

19.4％

24.5％

18.0％

20.8％

17.3％

18.2％

16.3％

17.2％

計画策定年度

(平成18年度)

第２年度

(平成19年度)

第３年度

(平成20年度)

第４年度

(平成21年度)

第５年度

(平成22年度)

第６年度

(平成23年度)

第７年度

(平成24年度)

第８年度

(平成25年度)

第９年度

(平成26年度)

第10年度

(平成27年度)

実質公債費
比 率



　
　
し
い
洞
爺
総
合
支
所
の
開
所
式
が
、３
月
19
日
行
わ

　
　
れ
、長
崎
町
長
ら
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
オ
ー
プ
ン
を

祝
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、い
ま
ま
で
の
総
合
支
所
、教
育
事
務
所
、

町
民
生
活
課
と
３
カ
所
に
分
か
れ
て
い
た
洞
爺
地
区
の
行

政
機
能
が
１
カ
所
に
集
約
さ
れ
、住
民
の
利
便
性
が
一
層

向
上
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
同
時
に
新
し
く
な
っ
た
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、調
理
実

習
室
の
隣
に
約
40
畳
ほ
ど
の
和
室
、車
い
す
用
ト
イ
レ
や

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
も
完
備
さ
れ
、社
会
施
設
と
し
て
も

機
能
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
約
70
人
が
参
加
し
た
開
所
式
で
は
、長
崎
町
長
が「
町
民

の
利
便
性
を
図
る
た
め
、合
併
後
最
初
の
仕
事
と
し
て
新

総
合
庁
舎
の
建
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
。総
合
セ
ン
タ
ー

も
文
化
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、活
用
し
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
、今
後
へ
の
期
待
を
に
じ

ま
せ
ま
し
た
。

総 務
住民課

総 務 係

地域振興係

住 民 係

環境整備係

施設管理係

支所の庶務、公有財産の管理な
どに関する事務、町税の申告、
納税などに関する事務

地域審議会に関する事務
洞爺村国際彫刻ビエンナーレ
事業に関する事務

戸籍、住民票、印鑑証明などに
関する事務、福祉、年金、国保、
予防接種などに関する事務

畜犬登録、環境衛生などに関す
る事務、道路・河川の維持管理、
町営住宅に関する事務上下水
道に関する事務

観光施設の維持管理などに関
する事務
畑かん施設、町営牧場などに関
する事務

産 業
観光課

課 名 係 名 業 務 内 容

社 会
教育課
分 室

生涯学習係
洞爺地区の教育業務全般に関

する事務

課 名 係 名 業 務 内 容

◇教育委員会部局　職員数３名(４月１日現在)

◇町長部局　 82－5111（代表）職員数13名(４月１日現在)

洞爺総合支所内の各課等の
名称と業務

玄　関 玄　関

カウンター カウンター カウンター

ロビー
風除室

町 民
相談室

会

議

室

洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

社
会
教
育
課
分
室

教
育
委
員
会

産
業
観
光
課

総
務
住
民
課

総
務
住
民
課

教育委員会窓口

●事務所内配置図



　
　
回
の
洞
爺
湖
町
議
会
議
員
選

　
　
挙
は
、
旧
虻
田
町
の
地
域
と

旧
洞
爺
村
の
地
域
を
選
挙
区
に
分

け
て
の
選
挙
と
な
り
ま
す
。
ま
た

虻
田
選
挙
区
が
定
数
12
人
、
洞
爺

選
挙
区
が
定
数
６
人
で
す
。

【
投
票
時
間
に
つ
い
て
】

　
投
票
時
間
は
、
虻
田
選
挙
区
が
午

前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
、
洞
爺

選
挙
区
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時

ま
で
で
、
投
票
開
始
及
び
終
了
１
時

間
前
に
サ
イ
レ
ン
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

【
投
票
場
所
に
つ
い
て
】

　
投
票
場
所
は
、
左
の
表
の
と
お
り

で
す
。

【
投
票
で
き
る
人
】

　
投
票
で
き
る
人
は
、
洞
爺
湖
町
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

で
、
投
票
日
現
在
、
洞
爺
湖
町
に
住

所
が
あ
る
人
で
す
。

●
選
挙
人
名
簿
の
登
録

　
今
回
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
昭
和
62
年
４
月
23
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
平
成
19
年
１
月
16
日
ま

で
に
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
。

【
転
入
、転
出
、町
内
で
異
動
し
た
人
】

●
最
近
転
入
し
た
人

　
平
成
19
年
１
月
16
日
ま
で
に
転
入

届
を
し
た
人
で
引
き
続
き
洞
爺
湖
町

に
住
所
が
あ
る
人
は
投
票
で
き
ま
す
。

ま
た
、
１
月
17
日
以
降
に
転
入
し
た

人
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

●
最
近
転
出
し
た
人

　
平
成
19
年
４
月
21
日
以
前
に
転
出

し
た
人
は
、
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
最
近
町
内
で
住
所
を
移
し
た
人

　
平
成
19
年
４
月
６
日
ま
で
に
町
内

で
異
動
し
た
人
は
、
新
住
所
の
投
票

所
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

【
投
票
入
場
券
に
つ
い
て
】

　
投
票
所
を
お
知
ら
せ
す
る
「
投
票

入
場
券
」
の
は
が
き
は
、
４
月
17
日

か
ら
郵
送
し
ま
す
。
も
し
、
お
手
元

に
届
か
な
か
っ
た
り
、
ご
不
明
の
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
町
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
は
が
き
を
紛
失
さ

れ
た
場
合
で
も
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
投
票
日
当
日
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
投
票
所
の
係

員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●投票場所
【虻田選挙区】

【洞爺選挙区】

投票区名 投票場所 投票区の区域

第１投票区

第２投票区

第３投票区

第４投票区

第５投票区

第６投票区

第７投票区

洞爺湖町役場

虻田ふれ合いセンター

あぶた体育館

あぶたコミュニティセンター

洞爺湖文化センター

月浦集会所

花和集会所

虻田５区・６区、かっこう台区・青葉１・２区

虻田１区・２区、清水区

虻田３区・４区・７区

虻田８区、入江１区・３区・４区・泉区

洞爺湖温泉１区～８区

月浦区

花和区

投票区名 投票場所 投票区の区域

第８投票区

第９投票区

第10投票区

第11投票区

第12投票区

洞爺総合センター

成香農作業準備休憩施設

香川コミュニティセンター

大原地区センター

財田集会所

成香・伏見

香川

大原、富丘

財田、川東、岩屋

洞爺第１～６、緑沢、美沢東、美
沢西、曙、洞仁会（※洞爺町・旭浦
地区）

の投票日です
洞爺湖町議会議員選挙洞爺湖町議会議員選挙
４月２２日(日)は

みんなで投票。
みんなで参加。
あなたの一票大切に…。



【
開
票
に
つ
い
て
】

〈
虻
田
選
挙
区
〉 

○
開
票
日
時
　
４
月
22
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
後
９
時
か
ら

○
開
票
場
所
　
洞
爺
湖
町
役
場
３
階

　
　
　
　
　
　
防
災
研
修
ホ
ー
ル 

〈
洞
爺
選
挙
区
〉

○
開
票
日
時
　
４
月
22
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
後
９
時
か
ら

○
開
票
場
所
　
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
集
会
室

【
期
日
前
投
票
に
つ
い
て
】

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど

に
よ
り
、
投
票
所
で
投
票
で
き
な
い

方
は
、
次
の
期
間
に
期
日
前
投
票
が

で
き
ま
す
。

〈
虻
田
選
挙
区
〉

○
開
設
期
間
　
４
月
18
日（
水
）〜

　
　
　
　
　
　
４
月
21
日（
土
）

○
時
　
　
間
　
午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
午
後
８
時

○
場
　
　
所
　
洞
爺
湖
町
役
場

〈
洞
爺
選
挙
区
〉

○
開
設
期
間
　
４
月
18
日（
水
）〜

　
　
　
　
　
　
４
月
21
日（
土
）

○
時
　
　
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
場
　
　
所
　
洞
爺
総
合
支
所
　
会

　
　
　
　
　
　
議
室

※
今
回
の
選
挙
は
、
選
挙
区
に
分
け

た
選
挙
の
た
め
、
旧
虻
田
町
の
地
域

に
住
所
の
あ
る
方
は
洞
爺
湖
町
役
場

で
、
旧
洞
爺
村
の
地
域
に
住
所
の
あ

る
方
は
洞
爺
総
合
支
所
の
期
日
前
投

票
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

【
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
】

　
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
入
所
さ

れ
て
い
る
方
や
旅
行
な
ど
で
町
外
に

滞
在
し
て
い
る
方
は
、
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
の
で
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先
　
洞
爺
湖
町
選
挙
管
理

　
委
員
会（
役
場
内
）　
74-

３
０
０
０

　
同
事
務
局
洞
爺
支
所
（
洞
爺
総
合

　
支
所
内
） 

82-

５
１
１
１

　道道洞爺湖登別線（中央通）では、床丹橋

架け替え工事のため通行止を行います。

　付近を通行する人は、周辺の町道へう回

願います。

　工事中は、不便をおかけしますが、ご協力

をよろしくお願いします。

■通行止箇所

　床丹橋（車道・歩道）

　※旧国道230号～バスターミナルの通り

　ぬけができなくなります。

■通行止期間

　平成19年５月中旬～平成20年３月中旬

　※工事の進み具合により多少前後します。

■規制内容

　全面通行止（車両・歩行者など）

■問合せ先

　室蘭土木現業所洞爺出張所道路係

　　76－2111

道道の通行止のお知らせ

洞爺湖
ビジターセンター

洞爺湖
ビジターセンター

床丹橋床丹橋

バスターミナルバスターミナル

中央通中央通

通行止
(床丹橋)
通行止
(床丹橋)



　
　
治
の
時
代
か
ら
１
０
３
年
の
歴

　
　
史
を
誇
っ
た
花
和
小
学
校
（
斉

藤
茂
校
長
）
が
、
４
月
か
ら
洞
爺
湖

温
泉
小
学
校
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
３
月
18
日
、
閉
校
式
が
在
校

生
、
卒
業
生
、
地
域
の
人
ら
約
２
０

０
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
36
年
、
明
治
期
の
花
和
地
区

開
拓
の
中
で
開
校
し
た
同
校
は
、
当

初
、
須
藤
農
場
事
務
所
の
建
物
を
借

用
し
、
仁
成
香
尋
常
小
学
校
小
花
井

分
教
所
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
昭
和
22

年
新
学
制
に
よ
り
、
校
名
を
現
在
の

花
和
小
学
校
に
変
更
し
、
７
３
５
人

の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
来
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
長
崎
町
長
が
「
こ
の

学
校
で
の
思
い
出
を
忘
れ
ず
、
新
し

い
学
校
に
早
く
慣
れ
、
楽
し
い
学
校

生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。

そ
の
後
、
来
賓
の
挨
拶
が
続
き
、
最

後
に
児
童
ら
が
「
記
念
樹
」
を
歌
い
、

長
い
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
閉

校
は
終
り
で
は
な
く
、
未
来
に
向
っ

て
行
く
ス
タ
ー
ト
で
す
」
と
決
意
を

披
露
。
溢
れ
る
思
い
出
を
め
ぐ
ら
し

な
が
ら
、
出
席
者
全
員
で
校
歌
を
斉

唱
し
、
学
校
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

■
斉
藤
茂
校
長
先
生

「
さ
び
し
い
限
り
で
す
。
花
和
小
学

校
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、
新

し
い
学
校
で
は
新
風
を
ふ
か
せ
て
く

だ
さ
い
」

■
佐
藤
明
博
く
ん（
６
年
生
）

　「
閉
校
に
な
ら
な
い
ほ
う
が
よ
か
っ

た
。
お
祭
り
や
雪
上
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
で
す
」

■
小
山
翔
太
郎
く
ん（
６
年
生
）

　「
悲
し
い
け
ど
し
ょ
う
が
な
い
。
一

つ
ひ
と
つ
の
行
事
が
い
い
思
い
出
に

な
っ
て
い
ま
す
」

　
　
月
28
日
、
虻
田
高
校（
阿
部
諭
校

　
　
長
）で
、
31
年
間
続
い
て
き
た
普

通
科
の
閉
科
式
が
行
わ
れ
、
全
校
生

徒
１
３
７
人
と
教
育
関
係
者
ら
が
見

守
る
中
で
、
長
い
歴
史
の
幕
を
降
ろ

し
ま
し
た
。

　
同
科
は
、
強
い
地
元
の
要
望
で
昭

和
51
年
、
全
日
制
１
学
級
を
新
設
し
、

ピ
ー
ク
時
に
は
３
学
級
開
設
し
て
い

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
小
子
化
な
ど
の
影
響
で
、

年
々
生
徒
の
減
少
が
続
き
、
平
成
17

年
に
つ
い
に
募
集
停
止
。
約
１
、
７

０
０
人
が
巣
立
っ
た
同
科
も
、
今
春

の
卒
業
生
６
人
が
最
後
と
な
り
、
閉

科
に
至
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
阿
部
校
長
が
「
伝
統

を
失
わ
ず
、
今
後
も
地
域
か
ら
信
頼

さ
れ
る
学
校
で
あ
り
た
い
」と
あ
い
さ

つ
。
普
通
科
の
卒
業
生
を
代
表
し
て
、

市
橋
伸
洋
君
が
「
虻
田
高
の
伝
統
を

忘
れ
ず
、
前
向
き
に
生
き
て
い
き
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
、
最
後
に
全
員

で
校
歌
を
歌
い
、
式
典
を
終
え
ま
し

た
。

31
年
の
歴
史
に
幕
を
降
ろ
す

さよなら
思い出の学び舎

さよなら
思い出の学び舎

●花和小学校で閉校式●●花和小学校で閉校式●

虻
田
高
校
普
通
科

閉
科
式

最後の花和小学校児童ら最後の花和小学校児童ら

普通科最後の卒業生普通科最後の卒業生



　
　
０
０
０
年
の
有
珠
噴
火
で
寸
断

　
　
さ
れ
た
国
道
２
３
０
号
の
新
ル

ー
ト
が
、
３
月
28
日
(水)
１
時
７
分
に

供
用
開
始
さ
れ
、
洞
爺
地
区
や
洞
爺

湖
温
泉
地
区
へ
の
通
路
が
短
縮
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
、札
幌
や
函
館
方
面
か

ら
の
流
通
や
観
光
に
関
し
て
も
、交
通

網
の
大
動
脈
と
し
て
今
後
多
い
に
期

待
で
き
、
関
係
者
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
新
ル
ー
ト
国
道
２
３
０
号
は
、
全

線
の
ほ
ぼ
８
割
が
ト
ン
ネ
ル
で
、
三

豊
ト
ン
ネ
ル
が
延
長
１
、９
７
０
ｍ
、

青
葉
ト
ン
ネ
ル
が
同
１
、７
１
９
ｍ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
三
豊
ト
ン
ネ
ル
の

洞
爺
湖
温
泉
側
に
は
、
災
害
時
に
お

け
る
避
難
用
の
ス
ペ
ー
ス
も
作
ら
れ

て
お
り
、防
災
へ
の
視
野
も
行
き
届
い

て
い
ま
す
。

　
当
日
の
午
前
11
時
30
分
か
ら
は
、

町
長
や
議
会
議
員
、
町
内
自
治
会
長

を
は
じ
め
、
室
蘭
開
発
建
設
部
長
、

胆
振
支
庁
長
な
ど
関
係
者
が
集
ま
り
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
車
両
に
よ
る
記
念

パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
開
通
を
祝
い
ま

し
た
。

　
供
用
開
始
に
先
だ
っ
て
、
３
月
26

日
に
は
室
蘭
開
発
建
設
部
主
催
の
、

親
子
ト
ン
ネ
ル
見
学
会
と
火
山
を
学

ぶ
実
験
教
室
が
午
後
か
ら
行
わ
れ
、

夜
に
は
宇
井
忠
英
北
大
名
誉
教
授
に

よ
る
防
災
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
ト
ン
ネ
ル
見
学
会
に
は
、
町
内
の

親
子
21
人
が
参
加
し
、
興
味
深
く
説

明
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

国道230号新ルート供用開始国道230号新ルート供用開始

流通・観光両面から期待ふくらむ

　平成12年３月31日の有珠山噴火による被災によ

り通行不能となっていた一般国道230号の新ルー

トが３月28日に供用開始されるのに伴い、平成19

年度から国道に編入していた道道豊浦洞爺線・豊

浦京極線が北海道の管理に戻ります。

　また、現国道230号の一部が、道道洞爺湖登別

線及び洞爺湖町道に移管しますので、お知らせし

ます。

一般国道230号新ルートの供用開始に

伴う現道の移管について

開発局から
のお知らせ

開発局から
のお知らせ

共用開始を祝うテープカット共用開始を祝うテープカット

事前にトンネルを見学した児童ら事前にトンネルを見学した児童ら

道道豊浦洞爺線道道豊浦洞爺線

道道洞爺湖登別線道道洞爺湖登別線

道
道
豊
浦
京
極
線

道
道
豊
浦
京
極
線



　
　
月
15
日（
木
）、
札
幌
全
日
空
ホ

　
　
テ
ル
に
お
い
て
、
平
成
18
年
度

北
海
道
指
導
農
業
士
お
よ
び
農
業
士

の
称
号
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
代
の
農
業
・
農
村
の
担
い
手
育

成
・
確
保
の
役
割
を
期
待
す
る
農
業

者
を
「
北
海
道
指
導
農
業
士
」
ま
た
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
若
手
農
業

者
の
け
ん
引
役
を
期
待
す
る
農
業
者

を
「
北
海
道
農
業
士
」
と
し
て
北
海

道
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　
洞
爺
湖
町
か
ら
は
、
次
の
人
が
指

導
農
業
士
、
農
業
士
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
北
海
道
指
導
農
業
士
　

　
　
小
山
隆
顕
さ
ん（
成
香
）

北
海
道
農
業
士

　
　
大
広
和
幸
さ
ん（
旭
浦
）

　
　
成
21
年
５
月
ま
で
に
ス
タ
ー
ト

　
　
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
裁
判

員
制
度
を
学
ぼ
う
と
、
ウ
イ
メ
ン
ズ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
洞
爺
湖
（
青
木
佐
智

子
会
長
）
が
３
月
８
日
(木)
裁
判
員
制

度
の
研
修
会
を
、
役
場
３
階
の
防
災

研
修
ホ
ー
ル
で
開
き
ま
し
た
。

　
裁
判
員
制
度
は
、
国
民
が
刑
事
裁

判
に
参
加
し
て
、
裁
判
官
と
い
っ
し

ょ
に
被
告
人
の
有
罪
・
無
罪
や
量
刑

な
ど
を
決
め
る
制
度
。

　
当
日
は
、
札
幌
地
方
裁
判
所
室
蘭

支
部
の
住
友
隆
行
支
部
長
を
講
師
に

招
き
、
町
民
約
40
人
が
熱
心
に
講
義

や
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
、
裁
判
員
制
度

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
　

　

　
　
年
ヘ
ル
シ
ー
な
食
生
活
の
定
着

　
　
を
め
ざ
し
て
開
催
し
て
い
る
、

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
（
三
浦

敦
子
会
長
）
主
催
の
シ
ル
バ
ー
料
理

教
室
が
、
３
月
13
日
(火)
さ
わ
や
か
で

開
か
れ
、
減
塩
や
低
カ
ロ
リ
ー
の
ヘ

ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
教
育
委
員
会
の
「
い
き

い
き
学
園
」
の
最
終
回
と
し
て
、
受

講
生
ら
約
50
人
が
参
加
。

　
推
進
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

「
か
り
か
り
梅
ご
は
ん
」「
ご
ぼ
う
入

り
つ
く
ね
揚
げ
」な
ど
４
品
目
を
完
成

さ
せ
、
最
後
に
自
分
た
ち
で
作
り
あ

げ
た
自
慢
の
一
品
を
試
食
し
、
満
足

げ
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　
　
月
８
日
(木)
、
平
成
18
年
度
洞
爺

　
　
地
区
の
最
後
の
ふ
れ
あ
い
交
流

会
が
、
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
男
性
70
歳
、
女
性
75
歳
以
上
を
対

象
に
、
９
月
21
日
か
ら
始
ま
っ
た
同

会
も
今
年
度
は
７
回
開
催
し
、
一
人

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を
喜
ば
せ
て
き

ま
し
た
。

　
当
日
も
、約
10
人
の
お
年
寄
り
が
参

加
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
昼
食

会
で
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
５
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
す
る
予
定
で
、
同
会
の
再
開
を

待
ち
望
む
声
が
多
く
聞
こ
え
ま
し
た
。

北海道指導農業士と農業士の称号　
洞爺地区の農家2人が認定

ウイメンズネットワーク洞爺湖　
裁判員制度の研修会開く

洞爺地区のふれあい交流会　
平成18年度の事業を終了

手軽なヘルシーメニューに挑戦
　シルバー料理教室

認定を受けた小山さん(左)と大広さん認定を受けた小山さん(左)と大広さん昼食を楽しむお年寄り昼食を楽しむお年寄り

裁判員制度のビデオを見る参加者裁判員制度のビデオを見る参加者手際よく調理する皆さん手際よく調理する皆さん



　
　
光
産
業
を
支
え
る
人
材
育
成
と

　
　
雇
用
創
出
を
め
ざ
す
、
洞
爺
湖

三
味
一
体
雇
用
の
道
づ
く
り
協
議
会

主
催
の「
中
核
的
調
理
師
育
成
事
業
・

創
作
メ
ニ
ュ
ー
講
習
会
」が
、
３
月
13

日
、
18
日
、
27
日
と
３
回
コ
ー
ス
で

萬
世
閣
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
日
本
料
理
山
兆
懐
石

山
崎
の
山
崎
総
料
理
長
が
務
め
、
ホ

タ
テ
や
と
う
や
湖
和
牛
な
ど
地
場
産

品
を
使
っ
た
料
理
を
、
各
ホ
テ
ル
の

調
理
師
の
皆
さ
ん
に
指
導
し
ま
し
た
。

　
最
終
回
で
は
、
同
会
に
参
加
し
た

皆
さ
ん
が
試
作
品
を
披
露
し
、
試
食

後
こ
の
夏
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
メ
ニ
ュ

ー
に
、と
う
や
湖
和
牛
を
使
用
し
た
み

そ
味
の
陶
板
焼
き
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
　

　
　
成
18
年
度
と
う
や
寿
大
学（
教
育

　
　
委
員
会
主
催
）の
最
後
の
講
義
が
、

３
月
18
日
(日)
洞
爺
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

で
洞
爺
地
区
の
お
年
寄
り
約
１
０
０

人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
講
義
は
、
生
涯
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
井
形
眞
一
さ
ん（
元
大
原
小
学
校
校

長
）の
講
演
会
で
、
テ
ー
マ
は
、「
私
の

人
生
と
思
い
出
の
メ
ロ
デ
ィ
」。

　
音
楽
を
聞
き
、
そ
の
当
時
を
ふ
り

帰
ろ
う
と
、
参
加
者
に
合
わ
せ
た
「
影

を
慕
い
て
」「
九
段
の
母
」な
ど
12
曲
を

選
曲
。

　
参
加
者
は
、
若
か
り
し
頃
の
歌
を

聞
き
な
が
ら
、
当
時
を
各
々
思
い
出

し
、
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
　
月
29
日
(木)
、
教
育
委
員
会
が
主

　
　
催
す
る
図
書
ま
つ
り
が
、
洞
爺

総
合
セ
ン
タ
ー
の
和
室
で
約
80
人
の

子
ど
も
ら
が
参
加
し
て
、
開
か
れ
ま

し
た
。
参
加
し
た
園
児
や
小
学
校
低

学
年
の
児
童
ら
は
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
楽
し
い
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
当
日
披
露
さ
れ
た
の
は
、「
ゴ
リ
ラ

日
記
」「
お
な
ら
」な
ど
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
た
ん
ぽ

ぽ
の
会
に
よ
る
人
形
劇
「
３
匹
の
こ

ぶ
た
」
。
ま
た
飛
行
船
の
二
人
組
に

よ
る
合
唱
や
、
て
遊
び
な
ど
も
児
童

ら
に
大
人
気
で
、
い
っ
し
ょ
に
大
き

な
声
で
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
会
福
祉
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

　
　
て
も
ら
お
う
と
、３
月
17
日
(土)
、

社
会
福
祉
協
議
会（
伊
藤
　
博
会
長
）

が
主
催
し
て
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

さ
わ
や
か
で「
福
祉
教
室
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
10
人
の
小
学
生
ら
は
、

午
前
中
猪
股
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
次
長
か
ら
講
話
や
車
い
す
の
使
い

方
を
学
び
、目
隠
し
し
な
が
ら
の
歩
行

で
視
覚
障
害
を
疑
似
体
験
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
実
践
編
と
し
て
、

目
隠
し
の
ま
ま
バ
ス
に
乗
車
し
た
り
、

階
段
を
上
り
下
り
し
、
目
が
見
え
な

い
こ
と
の
大
変
さ
を
実
感
し
て
い
ま

し
た
。

平成18年度とうや寿大学最終講義
懐メロで当時を振返る

読み聞かせや人形劇で児童ら楽しむ
恒例の図書まつり

社会福祉教室　車いすなどを体験
創作メニューを伝授

とうや湖和牛を柱に

熱心にメモを取るホテルの調理師の皆さん熱心にメモを取るホテルの調理師の皆さん目隠しをしてバスを降りる小学生目隠しをしてバスを降りる小学生

寿大学平成18年度最後の講演会寿大学平成18年度最後の講演会絵本の読み聞かせを楽しむ子供達絵本の読み聞かせを楽しむ子供達



　
　
月
20
日（
金
）か
ら
４
月
30
日（
月
）

　
　
ま
で
の
11
日
間
に
わ
た
り
、
春

の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災

予
防
の
大
切
さ
を
皆
さ
ん
に
伝
え
る

こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
火
災
予
防
を
心
が
け
て

い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
「
こ
の
く

ら
い
大
丈
夫
」
「
今
ま
で
大
丈
夫
だ

っ
た
か
ら
」
と
い
っ
た
油
断
か
ら
火

災
は
発
生
し
ま
す
。
火
の
始
末
は
「
確

実
に
大
丈
夫
」
と
言
え
る
ま
で
し
っ

か
り
お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。
扱
い
な

れ
た
火
の
始
末
で
す
が
今
一
度
再
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
先
は
渓
流
釣
り
や
山
菜
取
り
、

　
　
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
入
山
す
る
機

会
が
多
く
な
る
季
節
で
す
。

　
し
か
し
、
天
候
は
春
特
有
の
強
風

注
意
報
や
乾
燥
注
意
報
な
ど
、
ち
ょ

っ
と
し
た
火
の
粉
で
も
大
規
模
な
山

林
火
災
に
な
っ
て
し
ま
う
一
面
も
あ

り
ま
す
。
た
ば
こ
の
不
始
末
や
車
か

ら
の
ポ
イ
捨
て
、
使
用
後
の
炭
の
放

置
な
ど
一
人
ひ
と
り
が
火
の
取
り
扱

い
に
十
分
注
意
を
し
て
、
林
野
火

災
を
な
く
し
大
切
な
緑
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

４
月
の
広
報
テ
ー
マ

「
林
野
火
災
の
防
止
」

洞爺湖消防署(　７６-２１１９)・温泉分署(　７３-１１１９)・洞爺支署(　８７-２１１９)・『火災・救急・救助１１９番』

春
の
全
道
火
災

予
防
運
動
!!

な
く
そ
う
、林

野
火
災
！

３
月
の
…

●
火
災
件
数
　
０
件

●
救
急
件
数
　
34
件

３
月
の
…

●
火
災
件
数
　
０
件

●
救
急
件
数
　
34
件

統
一
標
語
…

「
消
さ
な
い
で 
 

あ
な
た
の
心
の
注
意
の
火
」

平成19年度危険物取扱者試験日程のお知らせ

平成19年
６月17日(日)

平成19年
９月２日(日)

平成19年
11月18日(日)

平成20年
２月17日(日)

試 験 日 種 類 試 験 地 受付期間

甲種
乙種(第１-６類)
丙種

甲種
乙種(第１-６類)
丙種

甲種
乙種(第１-６類)
丙種

甲種
乙種(第１-６類)
丙種

乙種(第１-６類)

丙種

乙種(第１-６類)

丙種

４月23日(月)～
５月９日(水)

７月10日(火)～
７月18日(水)

10月１日(月)～
10月10日(木)

12月10日(月)～
12月19日(水)

札幌市・函館市・旭
川市・北見市・苫小
牧市・帯広市・釧路
市

札幌市・函館市・旭
川市・北見市・苫小
牧市・帯広市・釧路
市

札幌市・函館市・旭
川市・北見市・苫小
牧市・帯広市・釧路
市

札幌市・函館市・旭
川市・北見市・苫小
牧市・帯広市・釧路
市

倶知安町・小樽市・
岩見沢市・滝川市・
名寄市・留萌市・稚
内市・網走市・紋別
市・室蘭市・浦河町
・根室市

江差町・倶知安町・
小樽市・岩見沢市・
滝川市・名寄市・留
萌市・稚内市・網走
市・紋別市・室蘭市
・新ひだか町・中標
津町

申込み用紙は最寄りの消防署にあります。



　
　
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
制
度

　
　（
学
生
免
除
）は
、
在
学
期
間
中

の
国
民
年
金
の
保
険
料
を
猶
予
す
る

制
度
で
す
。

　
平
成
19
年
度
の
学
生
納
付
特
例
に

つ
い
て
、
受
付
を
４
月
か
ら
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

●
学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

 
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め

　
原
則
と
し
て
保
険
料
の
納
付
済
期

間
等
が
25
年
以
上
必
要
で
す
が
、
学

生
免
除
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、

年
金
の
受
給
資
格
要
件（
25
年
）に
算

入
さ
れ
ま
す
。（
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
）

　
ま
た
、
満
額
の
老
齢
年
金
を
受
け

取
る
た
め
に
、
そ
の
後
10
年
間
の
う

ち
に
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
２
年
以
上
経
過

後
は
保
険
料
に
一
定
の
加
算
が
か
か

り
ま
す
。

 
仮
に
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

　
の
事
態
が
生
じ
た
と
き

　
そ
の
月
の
前
々
月
以
前
の
一
年
間

保
険
料
の
未
納
が
あ
る
と
障
害
基
礎

金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
制
度
の

承
認
を
受
け
て
い
る
期
間
は
、
未
納

の
扱
い
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
万
一

の
時
に
も
安
心
で
す
。

※
学
生
免
除
制
度
の
申
請
は
毎
年
度

必
要
で
す
。
受
付
は
洞
爺
湖
町
役
場

住
民
課
戸
籍
年
金
係
、
洞
爺
総
合
支

所
総
務
住
民
課
住
民
係
、
温
泉
支
所

窓
口
ま
で

住
民
課
戸
籍
年
金
係
　
74-

３
０
０
２

洞
爺
総
合
支
所
　
　
　
82-

５
１
１
１

温
泉
支
所
窓
口
　
　
　
75-

２
２
８
１

　
　
カ
ロ
テ
ン
は
１
０
０
ｇ
当
た
り

　
　
３
５
０
０
ｍ
ｇ
と
い
う
豊
富
な

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
が
多
く

含
ん
で
お
り
、
β
カ
ロ
テ
ン
と
も
ど

も
抗
酸
化
力
を
発
揮
し
活
性
酸
素
も

退
治
し
て
く
れ
ま
す
。

　
ツ
ン
と
く
る
匂
い
は
硫
化
ア
リ
ル
、

こ
の
成
分
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
の
活
性

を
高
め
、
糖
質
の
分
解
を
手
助
け
す

る
作
用
や
血
液
を
さ
ら
さ
ら
に
保
ち
、

動
脈
硬
化
を
予
防
す
る
働
き
も
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
β
カ
ロ
テ
ン
の
吸
収
を
高
め

る
に
は
油
を
使
う
調
理
法
が
お
す
す

め
。

　
ウ
ド
の
皮
を
む
い
て
３
〜
４
 
の

長
さ
に
切
り
、
酢
水
に
塩
少
々
入
れ

て
１
時
間
ほ
ど
漬
け
水
切
り
す
る
。

・
酢
　
カ
ッ
プ
２
分
の
１
／
・
砂
糖

　
カ
ッ
プ
２
分
の
１
／
水
　
カ
ッ
プ

４
分
の
１
を
煮
立
て
る
。

　
煮
汁
が
冷
め
た
ら
ウ
ド
を
漬
け
込

む
。
味
が
し
み
た
ら
食
べ
ら
れ
る
。

　
酢
の
な
か
に
タ
カ
ノ
ツ
メ
・
黒
粒

こ
し
ょ
う
・
ロ
リ
エ
１
枚
を
入
れ
る

と
更
に
美
味
で
す
。

　
な
お
、
ウ
ド
の
皮
は
捨
て
ず
に
キ

ン
ピ
ラ
に
ど
う
ぞ
。

…
そ
こ
が
知
り
た
い

あ
な
た
の
た
め
・
み
ん
な
の
た
め
の
年
金
だ
よ
り

平
成
19
年
度
の
学
生
免
除
の

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す

◆
消
費
者
連
絡
会
だ
よ
り
◆

ス
タ
ミ
ナ
野
菜
の
ニ
ラ

・
ニ
ラ
は
緑
黄
色
野
菜
の
優
等
生

■
ウ
ド
の
ピ
ク
ル
ス

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌
　
【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
三
月
定
例
会
よ
り

タ
ラ
ン
ポ
に
行
者
ニ
ン
ニ
ク
蕗
の
薹

　
　
　
　
　
　
隣
人
摘
み
く
る
春
を
楽
し
む
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

三
寒
は
過
ぎ
て
四
温
の
雨
と
な
り

　
　
　
　
　
　
街
に
行
き
逢
う
誰
も
や
さ
し
き
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

お
目
出
と
う
母
百
一
歳
の
誕
生
日

　
　
　
　
　
　
声
を
か
け
れ
ば
ほ
ほ
え
み
返
す
　
　
　
伊
　
藤
　
静
　
子

わ
ら
ぢ
虫
座
敷
の
す
み
に
ご
み
の
ご
と

　
　
　
　
　
　
動
か
ず
に
い
る
啓
蟄
の
朝
　
　
　
　
　
石
　
黒
　
ま
さ
子

な
ご
り
雪
冷
く
降
り
て
庭
辺
に

　
　
　
　
　
　
咲
き
し
福
寿
草
姿
か
く
し
ぬ
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

よ
う
や
く
に
春
の
息
吹
が
芽
を
吹
け
ば

　
　
　
　
　
　
何
故
か
ぼ
た
雪
春
を
追
ひ
や
る
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

特
売
り
の
二
十
八
円
に
魅
せ
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
萌
や
し
を
揃
へ
る
米
寿
の
吾
は
　
　
　
室
　
野
　
晃
　
慶

吾
が
部
屋
に
温
も
り
あ
ぶ
る
ふ
う
ふ
う
と

　
　
　
　
　
　
孫
の
寝
息
の
満
ち
み
ち
て
ゐ
る
　
　
　
中
　
野
　
イ
　
マ

歌
会
に
友
と
語
ら
ふ
悦
び
は
　

　
　
　
　
　
　
と
ぼ
し
き
心
の
よ
す
が
に
と
せ
む
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

潮
騒
は
古
里
の
韻
わ
が
胸
に

　
　
　
　
　
　
消
え
る
こ
と
な
き
仙
台
な
ま
り
　
　
　
大
久
保
　
と
み
乃

雪
解
け
の
山
河
せ
せ
ら
ぎ
目
覚
め
け
り
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

恋
猫
に
や
さ
し
き
月
の
見
え
か
く
れ
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
　
　
伶

天
仰
ぎ
鰰
行
儀
よ
く
干
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

久
々
に
絹
糸
買
ふ
や
桃
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
　
川
　
サ
チ
子

新
し
き
ト
ン
ネ
ル
を
抱
き
山
笑
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

閉
校
の
一
人
胸
張
る
卒
業
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

雪
の
道
夫
の
足
跡
広
す
ぎ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
　
川
　
　
　
稔

四
温
晴
車
洗
っ
て
や
る
気
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

お
と

ふ
き

と
う

け
い
ち
つ

そ
ら

つ
ま

は
た
は
た

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
三
月
定
例
会
よ
り



　
　
成
19
年
２
月
か
ら
介
護
の
認
定

　
　
区
分
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

利
用
方
法
が
一
部
変
更
に
な
る
こ
と

を
広
報
で
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
月
は
、
介
護
保
険
で
利
用
で

き
る
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
デ

イ
ケ
ア
）サ
ー
ビ
ス
を
詳
し
く
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

　
な
お
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
場
合
に
は
、
ど
ん
な
方
で

も
介
護
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
役
場
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

介護保険で利用できる
通所リハビリテーション
（デイケア）サービスを
ご紹介します

介護保険で利用できる
通所リハビリテーション
（デイケア）サービスを
ご紹介します

1.どのようなときに利用できるか？
　・病院を退院し、継続したリハビリが必要な方や、
　家庭のお暮らしでリハビリが必要な方に、送迎・
　入浴・食事も含めたリハビリテーションを受けて、
　身体機能を維持・向上させたい。
2.費用の目安
　※利用される通所リハビリ施設の規模等により基
　本料金は若干増減しますが、おおむね下記の料金
　が自己負担となります。

3.利用時間の目安
　おおよそ９時30分～16時00分です。

経過的要介護・要介護１～５と介護認定を受
けた方が対象となる通所リハビリテーショ
ン（デイケア）サービス

利用回数

利用内容

認定区分

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

経過的要介護
(20年1月まで)

利用される方の身体状況や希望回数などを
勘案して決めることとなります。

通所リハビリ施設で、食事、入浴などの日常生活上の支
援や生活行為向上のためのリハビリを日帰りで行う。

１日あたり591円

　　〃　　688円

　　〃　　842円

　　〃　　995円

　　〃　1,149円

　　〃　1,303円

基本料金 加算料金 食事代金

 個別に入浴介助を
　行った場合
　1日あたり50円

 個別にリハビリテ
　ーション実施計画
　を作成した場合
　1日あたり20円

 個別に栄養改善の
　指導を行った場合
　1回あたり（月2回
　限度）100円

 個別に口腔機能の
　訓練を行った場合
　1回あたり（月2回
　限度）100円

通所介護

施設ごと

に定めた

食事代な

どを、自

己負担し

なければ

なりませ

ん。

問合せ先　洞爺湖町栄町63番地１（健康福祉センター内）洞爺湖町地域包括支援センター　　0142-76-4822

1.どのようなときに利用できるか？
　・病院を退院し、継続したリハビリが必要な方や、
　家庭のお暮らしでリハビリが必要な方に、送迎・
　入浴・食事も含めたリハビリテーションを受けて、
　身体機能を維持・向上させたい。
2.費用の目安

※選択サービスの実施状況は、通所リハビリ施設に
　より異なるため詳しくはお問い合わせください。
3.利用時間の目安　
　おおよそ９時30分～16時00分です。

内 容 要支援１ 要支援２

利用される方の身体状況

や希望回数などを勘案し

て決めることとなります。

通所リハビリ施設で、食事、
入浴などの日常生活上の
支援や生活行為向上のた
めのリハビリを日帰りで
行う。

 個別に運動機能の訓練
　を行った場合

 個別に栄養改善の指導
　を行った場合

 個別に口腔機能の訓練
　を行った場合

週１回程度

１月あたり
2,496円

１月あたり
4,880円

１月あたり
225円

100円

100円

100円

100円

１月あたり
225円

週２回程度

食事代等

利用回数

基本料金

加算料金

そ の 他
料 　 金

通所介護施設ごとに定め
た食事代などを、自己負
担しなければなりません。

要支援１・２と介護認定を受けた方が対象と
なる介護予防通所リハビリテーション（デイ
ケア）サービス



　
　
で
は
、
満
70
歳
を
迎
え
ら
れ
た

　
　
方
々
に「
高
齢
者
福
祉
証
」を
交

付
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
福
祉
証
は
、

入
浴
助
成
券
を
購
入
す
る
と
き
、
入

浴
施
設
を
利
用
す
る
と
き
、
ま
た
福

祉
バ
ス（
町
内
全
路
線
）を
利
用
す
る

と
き
な
ど
各
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利

用
の
際
に
、
ご
本
人
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
く
た
め
に
必
要
と
な
り
ま
す

（
高
齢
者
福
祉
証
を
お
持
ち
で
な
い
場

合
、
各
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

　
交
付
は
、誕
生
日
の
前
月
ま
で
に
郵

便
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
て
い
ま
す
の
で
、

誕
生
日
を
迎
え
た
ら
通
知
の
ハ
ガ
キ

と
共
に
印
鑑
、写
真（
概
ね
１
年
以
内

に
撮
影
し
た
も
の
で
、
大
き
さ
は
縦

３
・
０
セ
ン
チ
×
横
２
・
５
セ
ン
チ
）

を
持
参
い
た
だ
き
、
次
の
各
窓
口
で

手
続
き
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
ま
で
に
交
付
を
受
け
て

い
な
い
方
で
、
新
規
に
交
付
を
希
望

さ
れ
る
方
も
同
様
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

﹇
手
続
き
で
き
る
各
窓
口
﹈

 
役
場
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（
　
74-

３
０
０
１
）

 
洞
爺
湖
温
泉
支
所（

　
75-

２
２
８
１
）

 
洞
爺
総
合
支
所
総
務
住
民
課

（
　
82-

５
１
１
１
）

　
ま
た
、
「
旧
虻
田
町
高
齢
者
福
祉

証
」、「
旧
洞
爺
村
い
こ
い
の
家
入
館
無

料
証
明
書
」、「
旧
洞
爺
村
道
南
バ
ス
乗

車
証
」を
お
持
ち
の
方
は
、「
洞
爺
湖
町

高
齢
者
福
祉
証
」へ
の
切
り
替
え
（
交

換
）
が
必
要
で
す
。
手
続
き
は
、
現

在
お
持
ち
の
各
福
祉
証
と
共
に
、
印

鑑
、
写
真（
概
ね
１
年
以
内
に
撮
影
し

た
も
の
で
、大
き
さ
は
縦
３
・
０
セ
ン

チ
×
横
２
・
５
セ
ン
チ
）を
持
参
い
た

だ
き
、
各
窓
口
で
切
替
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
健
康
福
祉
課
福

祉
係（
　
０
１
４
２-

74-

３
０
０
１
）

ま
で
。

　
　
齢
者
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た

　
　
だ
い
て
い
る「
高
齢
者
入
浴
助
成

券
」は「
平
成
19
年
度
用
の
高
齢
者
入

浴
助
成
券（
新
券
）」に
変
わ
っ
て
お
り

ま
す
。
新
券
の
販
売
は
、
本
庁
健
康

福
祉
課
、
温
泉
支
所
、
洞
爺
総
合
支

所
総
務
住
民
課
で
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
新
券
購
入
価
格
　
１
枚
１
０
０
円

□
新
券
購
入
限
度
枚
数
　
１
カ
月
15

　
枚

※
３
カ
月
分（
45
枚
）ま
で
、
ま
と
め

　
て
購
入
で
き
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
中
に
購
入
さ
れ
た
「
高

齢
者
入
浴
助
成
券
」
は
、
ご
利
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
余
っ
て
し
ま
っ
た
方

は
、
新
券
と
交
換
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
な
お
旧

券
の
換
金
は
、
原
則
と
し
て
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　
入
浴
助
成
券
を
購
入
さ
れ
る
と
き
、

ま
た
入
浴
の
際
に
は
、
ご
本
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
た

め
に「
高
齢
者
福
祉
証
」の
提
示
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
ご
面
倒
で
も
、

必
ず
提
示
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
証
を
交
付

（
切
替
）し
て
い
ま
す

　旧軍人等で恩給等を受けてい

ない恩給欠格者、戦後、ソ連やモ

ンゴルに強制抑留された者、終

戦に伴い本邦以外の地域から引

揚げられてこられた者の「ご本人」

に、あらためて慰籍の念を表す

ため、内閣総理大臣名の『特別慰

労品』を贈呈しています。

　過去に内閣総理大臣名の書状

等を受けた方、書状等の請求を

しなかった方も対象です。

●請求書は、洞爺湖町役場健康

　福祉課、洞爺湖温泉支所・洞爺

　総合支所総務住民課の窓口に

　置いてあります。

●請求期間は、平成19年４月１

　日から平成21年３月31日まで

　です。

●資格要件などのお問い合わせ

　は、次の独立行政法人平和祈

　念事業特別基金まで

●無料電話：0120－234－933

　（月～金、９：15～17：15、土日休）

●ホームページ

　http://www.heiwa.go.jp

恩給欠格者、戦後強制抑

留者、引揚者の皆様へ

平
成
19
年
度
高
齢
者
入
浴

助
成
券
販
売
の
ご
案
内

平
成
18
年
度
の
高
齢
者
入

浴
助
成
券
交
換
の
ご
案
内

入
浴
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ
の

お
願
い

高齢者
入浴助成券

について



　
　
保
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、
新

　
　
た
に
70
歳
に
な
っ
た
と
き
は
、

国
保
の
高
齢
受
給
者
と
な
り
、
70
歳

の
誕
生
日
の
月
末
に「
高
齢
受
給
者
証
」

を
郵
送
で
お
届
し
て
い
ま
す
。

　
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
受
診
の
際
は
、「
高
齢
受
給
者
証
」

と「
国
民
健
康
保
険
証
」を
一
緒
に
病

院
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
受
給
者
の
医
療
は
誕
生
月
の
翌

月
か
ら
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
た
だ
し
、
１
日
生
れ
の
人
は
そ
の

月
か
ら
と
な
り
ま
す
）

　
高
齢
受
給
者
の
医
療
費
の
自
己
負

担
は
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
１
割
（
一

定
以
上
所
得
の
あ
る
方
は
、
２
割
負

担
と
な
り
ま
す
。
）
で
す
。
高
齢
受

給
者
証
に
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
有
効
期
限
は
、
毎
年
７
月
31
日
で

す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
、
７
月
中

に
新
し
い
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま

す
。

　
平
成
14
年
９
月
30
日
ま
で
に
70
歳

に
な
っ
た
人
（
誕
生
日
が
昭
和
７
年

９
月
30
日
以
前
の
人
）
は
、
今
ま
で

ど
お
り
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
ま

す
。
医
療
費
の
負
担
は
、
国
保
の
高

齢
受
給
者
と
同
じ
で
す
。

 
 

な
お
、
社
会
保
険
や
共
済
組
合
等

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
そ
れ
ぞ

れ
社
会
保
険
事
務
所
、
共
済
組
合
な

ど
か
ら
高
齢
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

Ｑ
　
会
社
を
や
め
て
か
ら
保
険
証
を

持
っ
て
い
な
い
け
ど
、
次
の
就
職
ま

で
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
　
日
本
で
は
、
す
べ
て
の
人
が
い

ず
れ
か
の
医
療
保
険
に
加
入
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、 

あ
な
た
が
会
社

の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た
日
か
ら
あ

な
た
の
意
思
に
か
か
わ
ら
ず
国
保
に

加
入
す
る
資
格
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
て
い
る
、

い
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
速
や
か
に
国

保
に
届
出
（
離
職
証
明
書
を
持
参
の

う
え
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
届
出
が
遅
れ
た
分
も
さ
か
の
ぼ
っ

て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
と
な
り
ま

す
の
で
、
14
日
以
内
に
届
出
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
住
民
課
　
国
保
医
療
係

　
　
　
　
　
　
74-

３
０
０
２

　
と
う
や
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
の
ス

キ
ー
検
定
会
が
３
月
11
日
行
わ
れ
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

<

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ス
ト>

１
級
　
酒
井
真
太
（
と
う
や
小
４
年
）

２
級
　
前
田
幸
輝
（
と
う
や
小
４
年
）

３
級
　
石
井
勝
大（
と
う
や
小
４
年
）

／
鈴
木
彩
理
奈
（
同
小
３
年
）
／
丸

田
直
弥
（
同
３
年
）
／
前
田
裕
也
（
同

２
年
）
／
石
井
未
来
（
同
２
年
）

４
級
　
滝
頭
湖
雪
（
と
う
や
小
１
年
）

５
級
　
大
石
雄
大
（
と
う
や
小
１
年
）

／
村
上
唯
花
（
同
１
年
）

<

級
別
テ
ス
ト>

３
級
　
石
井
美
和
（
と
う
や
小
５
年
）

成
香
）
／
上
島
　
凛
（
虻
田
ジ
ュ
ニ

ア
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

国
民
健
康
保
険
か
ら
…

70
歳
に
な
っ
た
ら
高
齢
受

給
者
証
を
お
届
け
し
ま
す

■
受
診
の
際
は
…

■
医
療
費
の
自
己
負
担
は
…

■
有
効
期
限
は
…

■
そ
の
他

国
保
Ｑ
＆
Ａ

国
保
Ｑ
＆
Ａ

ス
キ
ー
検
定

合
格
者

　平成18年度洞爺湖町体育協会表彰式が、３月
28日ふれ合いセンターで開かれ、この１年間で
優秀な成績を納めた個人、団体が表彰を受けま
した。
　受賞者は、次のとおりです。（敬称略）
●スポーツ優秀賞
▼坪川侃（虻田中３年）
　第44回全国中学高スキー大会男子大回転10位
　入賞
▼横山駿太（虻田中２年）
　2007全日本ジュニアスキー選手権大会兼「世
界アルペン開催記念」第14回全日本選抜ジュニ
アスキー選手兼大会中学生の部アルペン競技ス
ピード系スーパー大回転３位入賞
▼新賢範（虻田中１年）
　ＪＯＣジュニアオリンピックカップ第26回全
国スキージュニア競技会兼2007全日本ジュニア
スキー選手権大会アルペン競技技術系アルペン
大回転優勝
●スポーツ奨励賞
▼虻田高等学校バレーボール部
　第38回全国高等学校バレーボール選抜優勝大
　会南北海道予選会（女子）準優勝
▼赤川志保（虻田中３年）
　第37回北海道中学校バドミントン大会女子ダ
　ブルス第３位入賞
▼今村祐貴（とうや小５年）
　第24回北海道陸上競技大会５年生80メートル
　ハードル第２位入賞
▼合田真悟（とうや小５年）
　第24回北海道小学生陸上競技大会５年生走り
　幅跳び第５位入賞

平成18年度洞爺湖町
体育協会表彰式
平成18年度洞爺湖町
体育協会表彰式

表彰を受けた皆さん表彰を受けた皆さん



　
　
の
と
こ
ろ
、
タ
バ
コ
に
対
す
る

　
　
考
え
方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
タ
バ
コ
に
は
様
々
な
有
害

物
質
が
含
ま
れ
、
ニ
コ
チ
ン
に
よ
る

依
存
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
タ

バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
が
自
分
の
意
思

に
関
係
な
く
喫
煙
者
の
煙
を
吸
わ
さ

れ
る
こ
と
を
受
動
喫
煙
と
い
い
ま
す

が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
喫
煙
者
が
吸

う
よ
り
も
も
っ
と
有
害
な
煙
を
吸
う

危
険
が
あ
り
、
喫
煙
者
本
人
の
健
康

だ
け
で
な
く
周
囲
の
人
の
健
康
に
も

害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
受
動
喫
煙
を
防
止
す

る
た
め
、
平
成
15
年
に
健
康
増
進
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
で

は
公
共
施
設
や
交
通
機
関
な
ど
多
く

の
人
が
集
ま
る
場
所
で
、
よ
り
確
実

に
分
煙
・
喫
煙
を
す
る
よ
う
定
め
て

い
ま
す
。
施
行
後
、
学
校
・
体
育
館
・

病
院
・
官
公
庁
施
設
な
ど
の
一
部
の

敷
地
・
建
物
内
を
全
面
禁
煙
す
る
な

ど
喫
煙
へ
の
規
制
が
全
国
的
に
大
き

く
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

　
喫
煙
に
よ
る
病
気
と
い
う
と
、
一

番
に
肺
が
ん
を
思
い
浮
か
べ
が
ち
で

す
。
し
か
し
、肺
が
ん
よ
り
喉
頭
が
ん

の
方
が
、か
か
る
確
率
は
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
が
ん
は
口
腔
、
咽
頭
、
喉

頭
、
肺
な
ど「
煙
の
通
過
点
」で
特
に

高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
そ
れ
以
外
で

も
、
が
ん
に
か
か
る
確
率
は
非
喫
煙

者
に
比
べ
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
又
、

呼
吸
器
系
以
外
に
も
高
血
圧
・
心
疾

患
・
脳
卒
中
等
の
循
環
器
系
に
も
悪

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
タ
バ
コ
関
連

の
病
気
は
長
期
間
治
療
を
必
要
と
す

る
も
の
が
多
く
、
本
人
だ
け
で
な
く

家
族
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
自

分
だ
け
の
病
気
と
し
て
済
ま
す
こ
と

が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
タ
バ
コ
を
や
め
た
い
、
で
も
な
か

な
か
や
め
ら
れ
な
い
…
と
い
う
理
由

は
タ
バ
コ
に
依
存
性
が
あ
る
か
ら
で

す
。
そ
の
依
存
性
は
大
き
く
２
つ
。

　
タ
バ
コ
を
吸
う
こ
と
で
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
、
頭
が
ス
ッ
キ
リ
し
た
な
ど

過
去
の
経
験
に
頼
っ
て
し
ま
う
「
精

神
的
依
存
」
と
ニ
コ
チ
ン
中
毒
に
よ

る「
ニ
コ
チ
ン
依
存
」で
す
。
こ
の
２

つ
に
長
年
タ
バ
コ
を
吸
う
と
い
う
動

作
を
行
っ
て
き
た「
習
慣
」が
重
な
り

合
い
、
喫
煙
が
な
か
な
か
や
め
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　
禁
煙
に「
今
さ
ら
」は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
日
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

保健師から

高 橋 千 恵

タ
バ
コ
と
健
康

タ
バ
コ
と
健
康

タ
バ
コ
と
健
康

今
考
え
る
、喫
煙
マ
ナ
ー
の
大
切
さ

喫
煙
は
様
々
な
病
気
を
引
き
起
こ
す

タ
バ
コ
は
や
め
ら
れ
る
〜
禁
煙
の
す
す
め

 冷たい水やお茶を飲む

 体を動かす

 頻繁に歯を磨く

 ２～３回深呼吸してリラックスする

 10分我慢をする（吸いたい衝動は10分でおさまる）

 お酒の席に用心

 煙の多い場所には行かない

 気楽な気持ちで禁煙している時間を延ばしていく

 空腹・口寂しい時は低カロリーで嚙みごたえのある食べ物を

 ニコチンガム・ニコチンパッチ、喫煙外来の利用（禁煙を助け

　る物やシステムは色々あります。自分にあった方　法を取り

　入れてみましょう）

　禁煙を始めるとニコチン切れによる禁断症状があります。

症状と程度は個人差がありますが、眠気・イライラ・集中力低下・

たまらない喫煙欲求などの精神症状や心拍数の減少・視覚異常

（明るく感じられる、焦点が合わない）・便秘・食欲が出るため太

ってしまうなどの身体症状が代表的です。これらの症状は最初

の３日間はピークになり、峠を越えて弱まってきます。

　せっかく体の状態が落ち着いてきたのに衝動に負けたり、昔

の習慣からついタバコに手を出してしまうことが少なくあり

ません。特にお酒を飲んだ時、ストレス・不安を感じた時、退

屈な時が要注意。

　紹介した方法を日々の生活に取り入れながら、禁煙を続けて

みてください。一瞬、一瞬の積み重ねが禁煙継続につながります。

禁煙のコツ
タバコを吸いたくなる気持ちを

鎮める10カ条



社会教育です社会教育です

〈一 般〉▽はじめての文学（全12巻）文芸春秋編▽戦国

―孤独な男山本勘助(堂門冬二)▽街道をゆく12十津川

街道（司馬遼太郎）▽海坂藩＜上・下＞（藤沢周平）▽警

察内部告発者（原田宏二）▽警察庁から来た男（佐々木譲）

▽筑波根物語（水上勉）▽喪失（森村誠一）▽もう一席う

かがいます（古今亭志ん朝）▽まとい大名（山本一力）▽

戦場のニーナ▽真鶴（川上弘美）▽まだ生きている＜我

が老後＞（佐藤愛子）▽アナシン決脈＜上・下）（二―ル・）

ゲイマン▽ひとり日和（青山七恵）▽夢を与える（綿矢

りさ）

〈児童書〉▽ウサギのセーター（茂市久美子）▽うさぎの

しるし（ひだきょうこ）▽きせつの図鑑（小学館）▽大好

きなネコ町ナーゴ（モーリーあざみ野）▽月神シリーズ

全５巻（たつみや章）

〈一 般〉▽自由詩老子（新井満）▽蹴る群れ（木村元彦）

▽氷結の森（熊谷達也）▽海坂藩大全＜上・下＞（藤沢周平）

▽14歳の君へ（池田晶子）▽雷神の筒（山本兼一）▽最愛（真

保裕一）▽17歳の硫黄島（秋草鶴次）▽十津川警部の幻

想の天橋立（西村京太郎）▽天皇の誕生（長部日出雄）▽

鈍感力（渡辺淳一）▽昭和史の教訓（保坂正康）▽満足死（奥

野修司）▽帰化植物を楽しむ（近田文弘）▽これからの「料

理入門」

■あぶた読書の家　　76-2100

■みずうみ読書の家 　75-4702

あぶた読書の家
４月の休館日 12日・19日・26日 祝日 29日

　役場庁舎町民ロビーを利用し、

毎月１回、絵画・写真・彫刻などの

作品展を行っています。

　今月は高砂町に在住している米

内山タミ子さんの「蘭展」を行って

います。

　期間は、４月20日（金）までの土・日・

祝日を除く、午前９時から午後６

時までです。

　なお、最終日は正午で終了します。

　留学生と交流してみませんか。

　洞爺湖町国際交流の会（会長　

大久保幸積）では、今年も留学生の

受け入家庭（ホストファミリー）を

募集しますので、ご応募ください。

■受入時期　８月下旬８泊９日

■申込方法　受入申込書（社会教

　　　　　　育課・洞爺総合支所・

　　　　　　洞爺湖温泉支所に用

　　　　　　意しております）を

　　　　　　６月末までに社会教

　　　　　　育課に提出してくだ

　　　　　　さい。

■問合せ先　社会教育課　鈴木

　　　　　　（　74-3010）

　　　　　　・ほとんどの留学生

　　　　　　が日本語の日常会話

　　　　　　を話せます。

　パークゴルフシーズン到来！　

　教室に参加して、パークゴルフ

の正しいマナーやルールを身に

つけ、安全で楽しいプレーを行い

ましょう。

■日　時　４月28日（土）※雨天の

　　　　　場合は５月１日（火）午

　　　　　前９時～12時

■場　所　夕日が丘パークゴルフ

　　　　　場

■対　象　洞爺湖町民

■使用料　200円（当日会場で徴収

　　　　　します）

■申込み　当日会場で受付します。

■その他　用具のない方は200円

　　　　　で借りられます。

■問合せ　洞爺湖町

　　　　　パークゴ

　　　　　ルフ協会

　　　　　楽木　忠

　　　　　（　76-39

　　　　　　 72）

「米内山タミ子 蘭展」

平成19年度留学生
受入家庭の募集について

パークゴルフ教室の
開催

イベント・催し物イベント・催し物



町長

長崎　良夫

部長

後藤　　隆

部長

伊藤　賢二

洞爺総合支所

支所長

真屋　敏春

洞爺湖温泉

支所

会計管理者

八木橋　隆

経済部

総務部 総務課  

　課長　後藤　　隆(兼)

　補佐　伊藤　里志 

　参事　菊地　勝紀 

　情報管理室  

　室長　伊藤里志(兼)

企画防災課  

　課長　大西　康典

　補佐　澤登　勝義

　行政改革推進室

　室長　武川　正人

税務財政課  

　課長　綱嶋　　勉

住民課  

　課長　中澤　　茂

健康福祉課   

　課長　菊地　武司 

　補佐　中野　和子 

　参事　室田　米男 

　健康福祉センター  

　所長　大道　淑恵 　

   

　地域包括支援センター  

　所長　大道 淑恵(兼)

総務部付

観光振興課   

　課長　佐藤　正人 

経済部付   

　参与　佐野　　正

産業課   

　課長　傳　　正宏 

　補佐　藤川　政明 

　補佐　山本　　隆 

　農業研修センター  

　所長　傳　正宏(兼)

　　主任農業技術指導員 上野一郎 

建設課  

　課長　庄子　俊悦

　補佐　吉田　祐一

  

　都市計画推進室 

　室長　 橋　泰夫

　地籍調査推進室 

　室長　関本　正行

生活環境課  

　課長　中野　　淳

　補佐　木村　　修

上下水道課  

　課長　遠藤　秀男

　補佐　山下　邦明

総務住民課  

　課長　村上　正弘

　補佐　天野　英樹

産業観光課  

　課長　星　　一郎

　補佐　藤川　栄治

　補佐　山崎　貞博

　所長　佐野　正(兼)

　副所長　浅利　功 

　事務局長　森　寿浩

 

　事務局長　傳　正宏

　次長　　　藤川政明

　書記長　　後藤　隆

管理課   

　課長　宮崎　正紀 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

社会教育課   

　課長　木村　省平 

　補佐　大森　康弘 

 分室 分室長 大森康弘(兼)

学校給食センター   

　所長　宮崎　正紀(兼)

　副所長　佐藤　正

庶 務 係

職 員 係

管 財 係

契 約 係

企画防災係

広報統計係

課 税 係

納 税 係

収納対策係

財 政 係

戸籍年金係

住 民 係

交通防犯係

国保医療係

福 祉 係

高齢者福祉係

介護保険係

健康指導係

観 光 係

観光施設係

洞爺湖マラソン・北海

道ツーデーマーチ担当

農 林 係

水 産 係

商工労働係

管理営業係

試験研究係

管 理 係

土 木 係

建 築 係

住 宅 係

環境整備係

廃棄物対策係

管 理 係

営 業 係

水 道 係

下 水 道 係

総 務 係

地域振興係

住 民 係

施設管理係

環境整備係

住 民 係

環境整備係

出 納 係

庶 務 係

議 事 係

学校教育係

学校施設係

洞爺高校事務係

保 育 係

本町保育所

子育て支援センター

入江保育所

桜ヶ丘保育所

洞爺保育所

さくら保育所

虻田小学校

虻田中学校

温泉小学校

温泉中学校

洞 爺 高 校

社会教育係

文 化 財 係

体育振興係

生涯学習係

虻田給食センター係

洞爺給食センター係

○毛利敏夫　　□山本修司□高橋謙介□佐々木睦美(兼)

○斉藤実代子　□佐々木睦美       

○伊藤里志 (兼)□野呂圭一       

○伊藤里志 (兼)□野呂圭一(兼)

○高橋憲史□八子和行 (兼)□藤野征憲・木村慎一・寺山俊介

○永井宗雄□猪股正寛         

○藤岡孝弘□八子和行         

○佐藤久志□後藤和郎□藤川安永・三澤征史

○小林美智子□飛岡みどり・小野寺登志    

○水本博之          

○高橋淳一          

○杉上繁雄 □石川邦子□谷澤　靖 ・小野寺登志(兼)

○皆見　亨□佐々木　勉・大石芳秀(兼)        

○汐後康彦・大石芳秀            

○中野和子 (兼)□阿部りつ子・坪田　学         

                

○大道淑恵 (兼)□鈴木　由□岡崎涼子・平間義陸・堤　千晴・中嶋万記子

　　　　　　　　　　　　　　　　　・高橋千恵

□佐々木由香里□藤川英之□鎌田智子

○唯木浩明(休)○高橋秀明(派)・ 村上友和(研)

○佐々木清志□田仁孝志□浜中正志 

○佐々木清志(兼)□田仁孝志(兼)□浜中正志(兼)

◎金子信之       

□川越大助

○片岸昭弘・大西　慎 

○原　信也　　□岡崎尚弘 

○原　信也(兼)□岡崎尚弘(兼)

     

     

○山本　隆 (兼)   

○上野一郎 (兼)   

○吉田祐一 (兼)□吉崎　勉 　  

○吉田祐一 (兼)□吉崎　勉(兼)  

○八反田　稔□宮古義信   

○田所昭博・矢野和男・高木淳市

       

◎若木　渉 ・小玉照寿   

       

◎佐藤　融  

○中野　淳 (兼)□秋山祐二□上西康一・平間剛志(兼)・ 加藤孝司

○木村　修 (兼)・平間剛志         

○乾辺政幸□金子真優美    

○佐藤孝之□秦野道也 ・林　徳昭 

○山下邦明 (兼)・天羽賢司・林　徳昭(兼)

○篠原哲也・天羽賢司 (兼)   

○西代光明     　 

○天野英樹 (兼)・佐久間豊憲・中谷麻美

○大西記代□青葉エリカ

○藤川栄治 (兼)□小林政市・春名宣寛(兼)

○山崎貞博 (兼)・春名宣寛

    

○浅利　功 (兼)□森糸麻衣子 

○高橋勝美    

○田仲喜美江

 

○泰地ひとみ                

○泰地ひとみ(兼)・今谷聡夫             

片岸昭弘(兼)               

                

村上正弘(兼)天野英樹 (兼)毛利敏夫(兼)西代光明(兼)高橋謙介(兼)佐々木睦美(兼)

○尾崎文郎 □細江幸恵□仙波貴樹(兼)        

○尾崎文郎 (兼)□原　美夏(兼)□仙波貴樹         

○見付敬蔵 (兼)□細江幸恵(兼)□黒澤淳也         

○見付敬蔵 □原　美夏            

☆岡部恵子◇阿部　薫 □和田利恵子(兼)□長谷川幸子□ 牧　千絵・中村絵理子   

・松橋亜希子・長谷川尊裕      

☆岡部恵子 (兼)□和田利恵子            

☆小林茂美◇木村厚子□平口千春□川野名 恵・大西　京・小林知誉   

           

☆近藤孝子◇山本幸子□阿部幸子□西代恵子□永井多美・斉藤真枝・石原玲子

・藤野奈穂子         

☆相馬優子◇斉藤ももえ(兼)□佐々木和恵□ 藤井繭弓・ 大楽泰生   

☆相馬優子 (兼)◇斉藤ももえ            

・横山康弘 ・板垣やよい            

□原　昌昭・清水利香子            

・田所潤一  □猪股幸子            

・毛利栄二 ・小林真奈美            

□冨留田俊幸 他　教員１３名           

○鈴木清隆 □黒澤博美 □菅原行義         

○角田隆志               

○白川晋策□黒澤博美 (兼)□菅原行義(兼)        

○高橋　勉□兼村憲三            

○佐藤　正 (兼)・三島珠実            

・青葉文夫

○佐野大次 ・宮下信一

○岡田英之 

◎末永弘幸

□佐々木真悟□野呂圭一(兼)□菅野  貢(派)

副町長

吉田　　茂

教育長

木村　利正

会計管理者

議 会 事 務 局

農 業 委 員 会 事 務 局  

選挙管理委員会事務局

（町長部局） （○係長　◎主幹　☆所長　◇副所長　□主任・係）

（教育委員会）

●洞爺湖町役場機構図
(平成19年４月１日現在)

特別職３名・部長職４名・課長職15名・課長補佐職21名・係長職42名・主任職57名・係職40名・教員13名・計195名・派遣２名
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、

お
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軽
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。
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ど
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、
持
参
さ
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す
と
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果
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す
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な
お
、
相
談
さ
れ
る
方
は
、
５
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だ
さ
い
。
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３
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２
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向
け
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上
で
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が
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す
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況
が
多
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な
り
大

変
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険
で
す
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特
に
小
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船
や
ゴ
ム

ボ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
大
型
船
か
ら

非
常
に
確
認
し
ず
ら
く
重
大
な
事
故

に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

濃
霧
発
生
時
は
出
航
を
見
合
わ
せ
る

な
ど
余
裕
を
持
っ
て
遊
漁
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
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た

し
ま
す
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産
業
課
水
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係
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毎
年
、
４
〜
５
月
は
カ
ラ
ス
の
巣

づ
く
り
が
盛
ん
な
時
期
で
す
。

　
カ
ラ
ス
も
、
以
前
は
枝
木
を
集
め

て
巣
づ
く
り
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

最
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で
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や
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た
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す
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雪
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と
け
、
地
面
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ろ
な
草
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顔
を
出
し
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め
る
こ

の
時
期
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野
原
に
出
か
け
て
や
わ
ら

か
い
ヨ
モ
ギ
を
つ
ん
で
、
お
だ
ん
ご

つ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
！

■
日
　
時
　
４
月
28
日
（
土
曜
日
）

　
　
　
　
　
14
時
〜

■
定
　
員
　
10
名

■
料
　
金
　
一
人
５
０
０
円（
保
護
者

　
　
　
　
　
同
伴
の
場
合
、
小
学
生

　
　
　
　
　
未
満
は
無
料
で
す
）

■
申
込
み
　
財
田
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験
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時
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）
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お
知
ら
せ

無
料
法
律
相
談
開
設

濃
霧
発
生
時
の

遊
漁
に
つ
い
て

カ
ラ
ス
の
巣
を

見
つ
け
た
ら
…

小
さ
な
着
物
の

タ
ぺ
ス
ト
リ
ー
作
り

作
っ
て
み
よ
う
！

よ
も
ぎ
だ
ん
ご

心から おくやみ
申し上げます

　最愛のご家族を亡くされ、ご冥福を心からお祈り申
し上げます。
　ご遺族の上にも限りないご加護と、故人のみたまが
安らかにお眠りくださることをお祈り申し上げます。

故山本　洋子さん
■２月22日死去
■77歳■遺族は久
さん■温３区

　町では、平成18年度北海道から電源立地地域

対策交付金を受け、乳児（０歳児）保育事業を行

いました。

　この交付金事業は、北海道が水力発電施設（虻

田発電所）設置により生じた自然環境又は生活

環境への影響を緩和するため、水力発電施設周

辺市町村に対し、交付されるものです。

　この事業は、就労形態が多様化している近年、

保育所に対する様々なニーズがあり、それに応

える一つとして、平成18年度洞爺湖温泉地区の

桜ヶ丘保育所において実施し、地域社会にお

ける児童福祉の向上に寄与することができま

した。

電源立地地域対策交付金
について

故 橋　一雄さん
■２月17日死去
■82歳■遺族は春
子さん■大原

故田畑　岩男さん
■２月８日死去
■65歳■遺族は純
子さん■入１区

故佐藤　正さん
■２月１日死去
■74歳■遺族はナ
ミ子さん■青２区

ぼ
く
エ
ネ
モ
の

お
願
い
で
す



新農業委員決定
　任期満了により新しい農業委員
が決定しましたのでお知らせしま
す。

杉　上　義　弘

片　岸　政　雄

林　　　勝　子

塩野谷　幸　一

青　山　晴　重

大　西　　　智

原　田　尚　一

西　岡　健　市

毛　利　　　衛

京　谷　常　美

大　西　忠　博

塩　田　　　満

平　尾　　　博

丸　田　健次郎

大　西　正　夫

小　林　和　幸

矢　野　哲　夫

66歳

72歳

62歳

60歳

56歳

47歳

45歳

60歳

47歳

58歳

62歳

49歳

53歳

66歳

63歳

73歳

51歳

泉　区

虻５区

入１区

花和区

月浦区

大　原

成　香

成　香

香　川

美沢西

川　東

洞第４

曙

成　香

成　香

成　香

大　原

選挙

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

推薦

〃

〃

〃

氏 名 年 齢 行政区 備 考

　　
善
意
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す
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・
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会
福
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議
会
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愛
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小
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▽
 
橋
石
油
は
１
千
８
５
６
円

▽
ウ
ロ
コ
は
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千
９
８
６
円

▽
介
護
者
の
つ
ど
い
ひ
ま
わ
り
の
会

　
は
２
万
２
千
１
１
２
円

<

寄
付
・
物
品
等>

▽
銀
嶺
ク
ラ
ブ

寄

　

付

■試験日時　８月29日（水）13：30～16：00
■試 験 地　室蘭文化センター
■願書配布　４月上旬
■配布場所　室蘭保健所　0143－24－9844　　
　　　　　　伊達商工会議所　0142－23－2222
■受付期間　５月７日（月）～６月１日（金）
■提出書類　受験願書、受験者整理カード
■受験手数料　北海道収入証紙　6,700円
■提 出 先　北海道胆振保健福祉事務所保健福祉部（室
　　　　　 蘭保健所）室蘭市幸町９－11
■問合せ先　室蘭保健所健康推進課健康増進係
　　　　　　（　0143－24－9844）

平成19年度調理師試験の実施

一般幹部
候 補 生

問合せ・申
込み・資料
請求先

●20歳以上、26

　歳未満

●大学院修士

　課程修了者

　（見込み）は、

　28歳未満

平成19年
５月11日
(金)まで

平成20年
３月下旬
～４月上
旬

平成19年
５月19日(土)
５月20日(日)
（20日は飛行
要員のみ）

〒050-0083 室蘭市東町2丁目21－12石井ビル1階
自衛隊札幌地方協力本部室蘭地域事務所
（　0143－44－9533）又は役場総務課（　74－3000）

募集項目 試 験 日 採用時期受付期間応募資格

自衛官募集

※
４
月
１
日
か
ら
役
場
の
昼
休
み

時
間
が
、
正
午
か
ら
12
時
45
分
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

(任期は平成22年３月26日まで)

広告
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号

人口と世帯の動き人口と世帯の動き

（平成19年2月28日現在） 男…5,182人（△６） 女…5,841人（±０） 計…11,023人（△６） 世帯…5,280世帯（±０）
前月比 前月比 前月比 前月比

▼早いもので、新年度の季節となりました。昨年度
を振返ると、「新しい皮袋には新しい酒を」という
ように、町民の皆さんの新鮮な声を聞きながら、新
しい町づくりや行政改革をまとめ、新町の骨格作
りを進めてきた年と言えます。
 広報とうや湖を通じて、町の取組みや方向性など
をお知らせしてきましたが、合併と言うことで何
分知らないことも多く、戸惑いながらやってきた
１年でした。
　４月１日付けで人事異動がありましたが、今年

も広報づくりに精進することになりました。よろ

しくお願いします。　　　　　　　　　　（Ｈ・Ｏ）

４月10日(火)
　　13日(金)
　　17日（火）
　　20日(金)
　　25日(水)

４月27日(金)

４月24日(火)
洞爺地区
健康相談

午前10時～
11時30分

午後１時～
１時30分

午前10時～
正午

乳 児 健 診

健康福祉セ
ンター

洞爺総合支
所

健康福祉セ
ンター

４月26日(木)
午後１時20
分～40分

ポ リ オ
健康福祉セ
ンター

親子ふれあ
い遊び

日 程 名 称 時 間 会 場 日 程 名 称 時 間 会 場
行 事 予 定 健 康 診 断 ・ 予 防 接 種

◆洞爺地区健康相談／５月１日(火)・５月11日(金)・５月

　15日(火)・５月18日(金)・５月22日(火)・５月24日(木)・

　５月29日(火)（洞爺総合支所）

◆保育所開放／５月11日（金）・５月25日(金)（本町保育所）

◆フッ素塗布／５月24日（木）（ふれ愛）

◆親子ふれあい遊び／５月18日(金)（さわやか）

◆１歳６カ月・３歳児健診／５月17日（木）（さわやか）

◆乳児健診／５月31日（木）（さわやか）

◆ポリオ／５月８日（火）(洞爺診療所)・５月22日(火)（さ

　わやか）

　保健事業を円滑に推進するため、４月１日より保健師を洞爺

湖町健康福祉センターに集約し事業を実施することになりまし

た。

　このことにより、洞爺総合支所で概ね週２回健康相談を開催

し、乳幼児の身体計測や成人・高齢者の血圧測定などを行います。

　また、新生児・乳幼児などの家庭訪問は保健師・栄養士が、高齢

者の家庭訪問は主に地域包括支援センターの職員が従来どおり

行います。

　健康や介護について心配なことなどありましたら、家庭訪問

などで対応いたしますし、地域からの「健康相談」「健康教室」「栄

養教室」の要請には職員がお伺いしお応えしていきます。

　これからも保健事業をきめ細かく進めていきます。

　●連絡先　洞爺湖町健康福祉センター　

　　　　　　　７６－４００６

4月「さわやか＆
ふれ愛センター」
の 行 事 予 定

<「さわやか」トレーニングルーム一般開放>
火・木・土曜日
　　　　午後１時～午後８時30分
日曜日　午前10時～午後５時30分

<洞爺ふれ愛センタートレーニングルーム一般開放>
月～金曜日
　　午前８時45分～午後５時30分

※但し両施設とも祝祭日は除きます。＊原則的に中学生以下はご利用になれません。

洞爺湖町健康福祉センター
　76－4006(健康指導係)
洞爺総合支所
　82－5111

■
連
絡
先

洞爺地区の皆様へ

５
月
の
予
定

第22回ふれあう心の文化広場で華麗な踊りを披露第22回ふれあう心の文化広場で華麗な踊りを披露


